
ナノテクノロシ�ー Weekly Intelligence Report ¦ 2026-09-12 ¦ Page 1

ナノテクノロシ�ー
Weekly Intelligence Report

2026-09-12 ¦ 31件 ¦ 7カ国

troy-technical.jp

今週のキーワード

グラフェン半導体
シリコン超え、量産化へ加速

31
件

記事総数

7
カ国

対象国

97
%

GFET歩留

3.8M
接合/cm²

超伝導密度

今週の全31記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模

データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別
技術

新規性
実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度

一行サマリ

#01 グラフェン難燃PU 製品紹介
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

First GrapheneがPureGRAPH®の生産注文を獲得し、

豪州鉱業向け難燃ポリウレタンを強化。

#02 グラフェン実用化 解説記事
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○

グラフェンが医療バイオセンサー、エネルギー貯蔵、

工業コーティングで商業利用へ移行中。

#03 GFET商用評価 製品発表
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

ParagrafとGrapheneaがGFETプラットフォームの商

用評価を開始、センシングチップ市場が急成長。

#04 グラフェン超伝導 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○

マンチェスター大学がマジックアングルグラフェンの

非従来型超伝導メカニズムを解明。

#05
MXene/Fe3S4@FeSe

2
学術論文

●●●●
○

●●○○
○

●●●●
○

●●●●
●

●●●●
○

中国研究者がMXene複合材料を開発、ナトリウムイオ

ン電池で450 mAh/gの高容量を達成。

#06 グラフェンAl電池 製品発表
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

GMGがグラフェン・アルミニウムイオン電池の長寿命

サイクルデータを発表、生産プラント稼働。

#07 ZrB2/MXene Li-S 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○

中国研究者がZrB2/MXene複合材料をリチウム硫黄電

池に適用、500サイクル後も高容量維持。

#08 MXene多機能カソード 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

MXene-ZnNi2S4-ZnNi2O4ナノフレークが多機能エネ

ルギー貯蔵カソードとして高比容量を達成。

#09 石炭由来グラフェン 企業戦略
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○

米国エネルギー省が石炭由来グラフェン材料の研究に

資金提供、電導体、電池、モーター応用を推進。

#10 HydroGraph生産 企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

HydroGraphがテキサス州に新本社開設、Hyperion Re

actor™で年間30トンのグラフェン生産能力を確立。

#11 LTDFグラフェン3D 製品紹介
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○

AvadainのLTDFグラフェンが産業用3Dプリンティン

グを革新、航空宇宙で20-40%軽量化を実現。

#12 hBNナノポア制御 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○

ウィーン大学が「白色グラフェン」hBNに原子レベル

でナノポアを形成、形状を自在に制御。

#13 グラフェン半導体 学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

●

米中研究者が世界初の機能性グラフェン半導体を開発

、電子移動度シリコンの10倍で既存チップと互換。

#14 CMOS互換GFET 学術論文
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

●

200mmウェハー上でCMOS互換GFET製造プロセスが

最適化され、97%のデバイス歩留まりを達成。

#15 グラフェンPIC 技術報告
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

Graphene Flagshipが200mmウェハー上のグラフェ

ンPICを開発、産業応用へスケーラビリティを実証。

#16 ナノインプリント
業界レポ

ート

●●●○
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

CIOE 2026でナノインプリントリソグラフィがナノ光

学分野の製造限界を突破する技術として焦点。

#17 フィターゼ商業化 企業戦略
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●○○

○
●○○○

○

Zymosenseが助成金を獲得し、フィターゼの商業化を

加速。飼料添加物市場に貢献。
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# 記事タイトル 種別
技術

新規性
実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度

一行サマリ

#18 First Graphene IR 企業戦略
●○○○

○
●○○○

○
●○○○

○
●●○○

○
●○○○

○

First GrapheneがASXへの証券上場申請と取締役の利

害関係変更を公表し、企業活動を更新。

#19 超伝導回路30nm 学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

●

imecがNbTiNベースの30nmインターコネクト超伝導

回路で3.8百万接合/cm²密度を達成。

#20 アラミドエアロゲル 学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○

新開発アラミドナノファイバーエアロゲルが超低熱伝

導率と広範な耐熱性を両立、極限環境断熱材を革新。

#21 Hydrocelin膝OA 臨床試験
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

Allegroのナノテクノロジー治療薬Hydrocelinが変形性

膝関節症の臨床試験で痛みと機能の改善を達成。

#22 NaNots乳がん 学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

Mayo ClinicとNaNoticsがNaNotsナノ粒子でトリプル

ネガティブ乳がんの抗腫瘍免疫回復を実証。

#23 High NA EUVレジスト 技術報告
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●

imecがHigh NA EUVリソグラフィ向け22nmピッチの

化学増幅レジスト拡張を発表、次世代チップ製造を加

速。

#24 Ce-BGF骨再生 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

セリウムドープ生体活性ガラスナノファイバーがTreg

介在免疫調節を強化し、骨再生を促進。

#25 コラーゲン神経ラップ 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

新開発二層コラーゲンナノファイバー神経ラップがイ

ヌ末梢神経損傷モデルで軸索再生を促進。

#26 量子ドットML 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

機械学習力場がCdSe量子ドット上のカルボン酸リガ

ンド結合を原子レベルで解明、性能向上へ。

#27 PVDFナノ強度 学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

粘土複合によるブロー紡糸PVDFナノファイバーマッ

トが機械的強度を大幅向上、機能性繊維膜応用に新展

開。

#28 GBMナノデバイス 学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

MITが薬剤耐性膠芽腫向け注入可能ナノデバイスを開

発、血液脳関門通過・免疫回避で治療困難な腫瘍へ新

戦略。

#29 GMG株価上昇 市場概観
●○○○

○
●○○○

○
●○○○

○
●●○○

○
●○○○

○

Graphene Manufacturing Groupの株価が上昇、グラ

フェンアルミニウムイオンバッテリー技術の進展が投

資家の関心を喚起。

#31 グラフェン生産受注 製品紹介
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

First Graphene社がPacific Urethanesから鉱業用防火

ポリウレタン向けPureGRAPH®製品の初の生産受注を

獲得。

#35 MXene安全製造 技術報告
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

ACS Fall 2026会議でMXeneのフッ化水素酸フリーな

安全製造プロセスが発表、商業化を加速するブレーク

スルー。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low ¦ 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ シリコンの限界は本当に超えられるのか？次世代半導体材料への投資は十分か？

グラフェン半導体（#13）や超伝導回路（#19）がシリコンの性能を大幅に上回る可能性を示しています。特にグラフェ

ン半導体は既存チップとの互換性も謳われており、日本の半導体産業がこのパラダイムシフトにどう対応するか、戦略的

な材料開発と製造プロセスへの投資が急務です。

❷ 次世代電池材料の国際競争激化に、日本の材料メーカーは勝ち残れるか？

MXeneやグラフェンを用いたナトリウムイオン電池（#05）、リチウム硫黄電池（#07）、アルミニウムイオン電池（#0

6）など、中国や豪州を中心に新材料開発と商業化が加速しています。日本の電池材料メーカーは、これらの新興技術に

対する研究開発とサプライチェーン構築で優位性を保てるか、戦略的な提携やM&A;も視野に入れるべきです。

❸ ナノテクノロジーが拓く医療・製造業の革新に、自社の事業機会を見出せているか？

ナノ粒子によるがん治療（#22）、ナノファイバーによる骨・神経再生（#24, #25）、グラフェン複合3Dプリンティン

グ（#11）など、ナノテクノロジーは多岐にわたる分野でブレークスルーを生んでいます。自社のコア技術とナノ材料・

プロセス技術を融合させることで、新たな高付加価値製品やサービスを創出する機会を逃していないか、改めて検討が必

要です。

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

半導体革新

次世代電池 ナノ医療

グラフェン量産

極限断熱

NIL製造
MXene安全

ナノ基礎

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● 半導体革新 注意 シリコン限界突破、新市場 技術競争激化、投資負担

● 次世代電池 注意 新材料市場、EV競争力 既存技術陳腐化、中国台頭

● ナノ医療 注意 新規治療法、QOL向上 開発競争、規制対応

● グラフェン量産 機会大 新規材料供給、製品高機能化 海外勢先行、市場競争

● 極限断熱 機会大 高機能材料、新市場 技術キャッチアップ

● NIL製造 機会大 製造コスト減、高精度化 装置・材料競争
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● MXene安全 機会大 材料供給安定化、コスト減 製造技術の遅れ

● ナノ基礎 参考 将来技術の種、知財 長期投資、実用化遠い
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深掘り ① ― グラフェン半導体、シリコン超え

#13 ¦ 2026/09/10 ¦ Iron Circuit (YouTube) ¦ 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●●

データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●●

ジョージア工科大学と天津大学が、世界初の機能性グラフェン半導体を開発しました。この半導体は、電子移動度がシ

リコンの10倍という驚異的な性能を誇り、既存のチップ製造インフラと高い互換性を持つことが特長です。シリコンカ

ーバイドウェハー上にエピタキシャルグラフェンを直接成長させることで、本来半金属であるグラフェンに自然な半導

体特性を付与することに成功しました。

このブレークスルーは、ムーアの法則の限界に直面する半導体業界にとって画期的な意味を持ちます。グラフェンの単

原子層の厚さ、高い電子移動度、優れた熱伝導性は、AIアクセラレーターやGPUといった計算集約型アプリケーション

の性能を飛躍的に高める可能性を秘めています。既存プロセスとの互換性から、比較的迅速な産業導入が期待されます

。

▶ 技術者の視点

【技術者の視点】グラフェンに安定したバンドギャップを導入し、半導体として機能させることは長年

の夢でした。電子移動度10倍という数値は非常に魅力的ですが、実際のデバイスにおけるオン/オフ比

や長期信頼性、大規模集積回路としての歩留まりがどこまで達成できるかが鍵となります。特に、SiC基

板上でのエピタキシャル成長は高品質化に寄与するものの、コストやウェハーサイズのスケーラビリテ

ィが課題となる可能性があります。日本企業にとっては、半導体材料メーカー、製造装置メーカー、そ

してファブレス/IDM各社が、この新材料技術の動向を注視し、早期に評価・導入戦略を検討する【機会

】です。一方で、この技術が海外で先行し、日本の半導体産業が乗り遅れる【脅威】も存在します。特

にAI/HPC分野での競争力に直結するため、R&D;部門は基礎研究から応用まで、この技術のポテンシャ

ルを深く掘り下げるべきです。

深掘り ② ― CMOS互換GFET、歩留まり97%達成

#14 ¦ 2026/09/09 ¦ ACS Publications ¦ 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●●

データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●●

Imecらの研究チームが、200mmウェハー上でCMOS互換グラフェン電界効果トランジスタ（GFET）の製造プロセスを

最適化し、97%という高いデバイス歩留まりを達成しました。これは、二次元材料ベースのデバイスが大規模な産業採

用へと移行するための重要な障壁を取り除くものです。良好なドーピング均一性、低い接触抵抗、高い移動度も維持さ

れています。

この成果は、グラフェン層の転写技術、ゲート誘電体形成、電極接合、パターニングなど、GFET製造の各ステップにお

ける革新的な最適化によって実現されました。200mmウェハーでの製造は、既存の半導体製造ラインとの高い互換性

を示し、量産化への道筋を明確にします。IoT、5G/6G通信、AI、高性能コンピューティングなど、広範なアプリケー

ションでの採用が期待されます。
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▶ 技術者の視点

【技術者の視点】97%というデバイス歩留まりは、研究開発段階としては非常に優れた数値であり、GF

ETの商業化に向けた大きな一歩です。特に200mmウェハーでのCMOS互換プロセスは、既存の半導体

製造インフラへの導入障壁を低減する点で現実的です。ただし、300mmウェハーへのスケールアップ

、長期信頼性、そして実際の製品における性能とコストのバランスが今後の課題となるでしょう。日本

には多くの半導体材料・製造装置メーカーが存在するため、この技術は新たなビジネスチャンスをもた

らす【機会】です。特に、グラフェン材料の品質管理、転写技術、そしてGFETに最適化されたレジスト

やエッチング技術の開発は、日本の得意分野であり、積極的に参入すべきです。R&D;部門は、この製造

プロセスの詳細を分析し、自社の技術とのシナジーを検討すべきです。
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深掘り ③ ― 超伝導回路、30nmで高密度化

#19 ¦ 2026/09/07 ¦ imec ¦ 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●● データ信頼性●●●●●

日本関連度●●●●●

imecは、NbTiNベースのジョセフソン接合回路と30nm超伝導配線からなる3層金属レベル（3ML）回路を発表し、3.8

百万接合/cm²という画期的な回路設計密度を達成しました。これは、次世代のHPC（高性能コンピューティング）お

よびAI（人工知能）アプリケーション向けの、よりスケーラブルで高性能な超伝導技術プラットフォームの基盤を築く

ものです。

この技術は、超伝導コンピューティングの実現可能性を飛躍的に高めます。NbTiNは高い臨界温度と優れた製造適合性

を持ち、30nmの微細配線は回路の集積度を向上させます。電力損失がほぼゼロであるため、大幅なエネルギー効率の

改善が期待され、量子コンピューティングの制御回路、超高速データセンター、エネルギー効率の高いAIアクセラレー

タなどへの応用が視野に入っています。

▶ 技術者の視点

【技術者の視点】3.8百万接合/cm²という密度は、超伝導回路の集積度を劇的に向上させるもので、

超伝導コンピューティングの実用化に向けた大きなブレークスルーです。30nm配線技術も非常に挑戦

的であり、その実現は素晴らしい成果と言えます。ただし、超伝導は極低温環境が必要であり、その冷

却システムを含めたトータルコストとフットプリントが実用化の大きな課題となります。日本企業にと

っては、超伝導材料、極低温技術、そしてHPC/AI分野における新たなコンピューティングアーキテクチ

ャへの参入という【機会】があります。特に、日本の強みである精密加工技術や材料開発能力を活かし

、この分野でのリーダーシップを確立できる可能性があります。一方で、海外の先行技術に追随できな

い場合の【脅威】も考慮すべきです。R&D;部門は、超伝導技術のロードマップを詳細に分析し、自社の

技術ポートフォリオとの整合性を評価すべきです。

その他の注目記事

#05 中国の研究者がMXene/Fe3S4@FeSe2多重ヘテロ接合を開発、ナトリウムイオン電池で450 mAh/gの初期容量達成 (Journal of Functional Materials)

技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

MOFs由来のMXene複合材料がナトリウムイオン電池で高容量を達成。リチウム代替の有力候補として注目。

#07 中国の研究者がZrB2/MXene複合材料をリチウム硫黄電池に適用、500サイクル後も512.3 mA·h/gを維持 (Journal of Materials Science: Materials in

Electronics)

技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

ZrB2/MXene複合材料がリチウム硫黄電池のシャトル効果を抑制し、長期サイクル安定性を大幅改善。高エネルギー密

度電池実用化へ前進。

#03 ParagrafとGrapheneaがGFETプラットフォームを商用評価開始、グラフェンセンシングチップ市場が2036年に56.5億ドルへ (openPR.com)

技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○

グラフェンセンシングチップが水質検査やバイオセンシングで商用評価開始。高精度リアルタイムセンシング市場を牽

引か。

#22 Mayo ClinicとNaNotics、NaNotsナノ粒子によるトリプルネガティブ乳がんの抗腫瘍免疫回復と腫瘍増殖大幅遅延を実証 (Business Wire)

技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

吸着性ナノ粒子NaNotsが難治性乳がんの免疫抑制を解除し、腫瘍増殖を遅延。がん免疫療法の新戦略として期待。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）

• 【R&D;、半導体PKG】グラフェン半導体（#13）とCMOS互換GFET（#14）の技術詳細を精査し、自社半導体

ロードマップへの影響を評価。特に、既存製造プロセスとの互換性に着目し、早期のPoC（概念実証）計画を立案

。

• 【R&D;、電池材料】MXene系次世代電池材料（#05, #07）の最新論文をレビューし、中国の技術動向を把握

。自社の電池材料開発戦略における優先順位と投資配分を検討。

• 【経営企画、R&D;】ナノテクノロジーが医療・製造業にもたらす革新（#22,

#11）について、自社事業との関連性を再評価。新規事業機会の探索を開始。

▍短期（1ヶ月）

• 【調達、材料メーカー】グラフェン量産化技術（#10, #01）の進展をモニタリングし、高品質グラフェンの安

定供給源確保に向けた情報収集を開始。サプライヤー候補との初期接触を検討。

• 【R&D;、半導体PKG】超伝導回路（#19）の技術動向について、量子コンピューティングやHPC分野の専門家

を招いた社内ワークショップを開催。長期的な技術影響と投資の方向性を議論。

• 【R&D;、製造技術】ナノインプリントリソグラフィ（#16）の最新動向を調査し、自社の微細加工技術への応

用可能性を検討。特にAR/VR光導波路や先進パッケージングへの適用可能性を評価。

▍中長期（四半期～）

• 【経営企画、R&D;】グラフェン半導体技術（#13）の進展に応じ、シリコンベースの半導体事業からのシフト

戦略、またはハイブリッド戦略の策定に着手。海外の主要研究機関や企業との共同研究・提携の可能性を模索。

• 【R&D;、材料メーカー】MXeneの安全製造プロセス（#35）の確立を見据え、自社でのMXene材料開発・製造

への参入、あるいは既存材料への応用を検討。環境負荷低減とコスト競争力向上を視野に入れる。

• 【R&D;、材料メーカー】極限環境断熱材（#20）としてのアラミドナノファイバーエアロゲルの開発動向を注

視し、航空宇宙、EV、産業炉など高機能断熱材が求められる分野での市場参入戦略を検討。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 ¦ Gemini API + Claude ¦ 2026-09-12
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収録記事一覧

#01 First GrapheneがPacific UrethanesからPureGRAPH®初の生産注文を獲得、豪州鉱業の難燃

ポリウレタン強化へ

#02 グラフェンが医療バイオセンサー、エネルギー貯蔵、工業コーティングで実用化へ移行

#03 ParagrafとGrapheneaがGFETプラットフォームを商用評価開始、グラフェンセンシングチップ

市場が2036年に56.5億ドルへ

#04 マンチェスター大学がグラフェンの非従来型超伝導を解明、電子相互作用が超伝導を制御

#05 中国の研究者がMXene/Fe3S4@FeSe2多重ヘテロ接合を開発、ナトリウムイオン電池で450

mAh/gの初期容量達成

#06 Graphene Manufacturing Groupがグラフェン・アルミニウムイオン電池の長寿命サイクルデー

タを発表、モジュラー生産プラント稼働

#07 中国の研究者がZrB2/MXene複合材料をリチウム硫黄電池に適用、500サイクル後も512.3

mA·h/gを維持

#08 MXene-ZnNi2S4-ZnNi2O4ナノフレークアンサンブルが多機能エネルギー貯蔵カソードとして

最大329.1 F/gの比容量を達成

#09 米国エネルギー省が石炭由来グラフェン材料の研究に資金提供、電導体、電池、モーター応用を

推進

#10 HydroGraphがテキサス州に新本社開設、Hyperion Reactor™で年間30トンのグラフェン生産

能力を確立

#11 AvadainのLTDFグラフェンが産業用3Dプリンティングを革新、航空宇宙で20-40%軽量化を実

現

#12 ウィーン大学が「白色グラフェン」hBNに原子レベルでナノポアを形成、円形・三角形を自在に

制御

#13 米中研究者が世界初のグラフェン半導体を開発、電子移動度シリコンの10倍で既存チップと互換

#14 200mmウェハー上でCMOS互換GFET製造プロセスが最適化、97%のデバイス歩留まりを達成

し産業化へ大きく前進

#15 Graphene Flagshipの2Dパイロットラインが200mmウェハー上のグラフェンPICを開発、産業

応用へスケーラビリティを実証

#16 CIOE 2026でナノインプリントリソグラフィがナノ光学分野の製造限界を突破する技術として焦

点

#17 ZymosenseがNSF RuralSTAMINAから92,000ドルの助成金を獲得し、フィターゼの商業化を

加速

#18 First GrapheneがASXへの証券上場申請と取締役の利害関係変更を公表し、企業活動を更新



#19 imecがNbTiNベースの30nmインターコネクト超伝導回路で世界初の3.8百万接合/cm²密度を達

成し次世代HPC/AIへ道を拓く

#20 新開発のアラミドナノファイバーエアロゲルが超低熱伝導率25.17 mW m⁻¹ K⁻¹と-196℃〜400℃

の耐熱性を両立し、極限環境断熱材市場を革新

#21 Allegroのナノテクノロジー治療薬Hydrocelinが変形性膝関節症の臨床試験で6ヶ月間の痛みと機

能の統計的有意な改善を達成

#22 Mayo ClinicとNaNotics、NaNotsナノ粒子によるトリプルネガティブ乳がんの抗腫瘍免疫回復

と腫瘍増殖大幅遅延を実証

#23 imec、High NA EUVリソグラフィ向け22nmピッチの化学増幅レジスト拡張を発表、次世代マ

イクロチップ製造を加速

#24 セリウムドープ生体活性ガラスナノファイバーがTreg介在免疫調節を強化し、骨再生を効果的に

促進

#25 新開発二層コラーゲンナノファイバー神経ラップがイヌ末梢神経損傷モデルで軸索再生とミエリ

ン形成を促進し、市販品と同等以上の性能を示す

#26 機械学習力場がCdSe量子ドット上のカルボン酸リガンド結合を原子レベルで解明、ディスプレ

イ・太陽電池・バイオイメージングの性能向上へ

#27 粘土複合によるブロー紡糸PVDFナノファイバーマットが機械的強度を大幅向上、機能性繊維膜応

用に新展開

#28 MIT研究チーム、薬剤耐性膠芽腫向け注入可能ナノデバイスを開発し、血液脳関門通過・免疫回

避で治療困難な浸潤性腫瘍への新戦略

#29 Graphene Manufacturing Group (GMG)の株価が4.03%上昇、グラフェンアルミニウムイオン

バッテリー技術の進展が投資家の関心を喚起

#31 First Graphene社、Pacific Urethanesから鉱業用防火ポリウレタン向けPureGRAPH®製品の

初の生産受注を獲得

#35 ACS Fall 2026会議でMXeneのフッ化水素酸フリーな安全製造プロセスが発表、商業化を加速

するブレークスルー



#01 First GrapheneがPacific Urethanesから

PureGRAPH®初の生産注文を獲得、豪州鉱業の難燃ポリ

ウレタン強化へ

概要

First Graphene Limitedは、Pacific UrethanesからPureGRAPH®製品の初の生産注

文を獲得し、商業生産への重要な一歩を踏み出しました。このグラフェン製品はポリ

ウレタン配合物に組み込まれ、オーストラリア鉱業分野における難燃性能の向上を目

指します。本注文は、両社による開発作業が成功裏に完了したことを受けてのもので

あり、First Grapheneの市場拡大戦略における重要なマイルストーンとなります。世

界のウレタン鉱業製品市場は年間26億ドルと推定され、2032年までに38億ドルに達

すると予測されています。

公開日 2026年09月10日  MineListings.com  オーストラリア



詳細

主要成果

First Graphene Limitedは、Pacific Urethanesから同社のPureGRAPH®製品の初の

生産注文を獲得しました。これにより、PureGRAPH®はオーストラリアの鉱業分野で

使用されるポリウレタン配合物に統合され、その難燃性能を大幅に向上させることが期

待されます。この注文は、同社が製品開発段階から商業製造へと移行する上で、戦略的

に極めて重要な意味を持ちます。

技術・製品詳細

PureGRAPH®は、グラフェンの優れた特性を活かし、ポリウレタン材料の物理的およ

び化学的特性を強化するために設計されています。特に鉱業環境では、安全性と耐久性

が最重要視されるため、難燃性の向上は作業員の保護と設備の維持に直結します。グラ

フェンを複合材料として使用することで、材料の軽量化、強度向上、熱伝導性の改善、

そして耐腐食性の付与など、多岐にわたるメリットが期待されます。今回の提携では、

First GrapheneとPacific Urethanesが共同で実施してきた開発作業が成功したこと

が、この生産注文につながりました。

背景・業界文脈

グラフェンは「夢の新素材」として長年研究されてきましたが、近年その商業応用が現

実のものとなりつつあります。特に工業分野、エネルギー、医療など多岐にわたる産業

での利用が期待されており、今回の注文はグラフェン素材の量産化と市場への浸透を示

す具体的な事例です。世界のウレタン鉱業製品市場は現在年間26億ドル規模とされてお

り、2032年には38億ドル近くに成長すると予測されています。この成長市場におい

て、グラフェンによる性能向上は競争優位性をもたらし、環境負荷の低減にも貢献する

可能性があります。



今後の展望

今回の生産注文は、First Grapheneにとって今後の大規模な商業展開に向けた試金石

となります。成功すれば、他の産業分野や地域への応用拡大の道が開かれ、グラフェン

市場全体の発展を加速させる可能性があります。同社は、PureGRAPH®が提供する付

加価値を最大化し、持続可能な鉱業慣行を支援することで、グローバルなプレゼンスを

強化していくでしょう。投資家や業界関係者は、グラフェンベースのソリューションが

今後どのように産業界を革新していくかに注目しています。

元記事: https://minelistings.com/news/industry-news/first-graphene-secures-key-production-

order-with-pacific-urethanes-marking-a-strategic-milestone/

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://minelistings.com/news/industry-news/first-graphene-secures-key-production-order-with-pacific-urethanes-marking-a-strategic-milestone/
https://minelistings.com/news/industry-news/first-graphene-secures-key-production-order-with-pacific-urethanes-marking-a-strategic-milestone/


#02 グラフェンが医療バイオセンサー、エネルギー貯

蔵、工業コーティングで実用化へ移行

概要

グラフェンが研究段階から医療バイオセンサー、エネルギー貯蔵、工業コーティング

といった幅広い分野で商業利用へと移行しています。複数の企業がグラフェンをコン

クリート強化、バッテリー高速充電、ドラッグデリバリーシステム改善に応用する具

体的なプロジェクトを進めています。この進展は、化学気相成長法や液相剥離法とい

った進化した製造技術によって支えられており、グラフェンベース製品の市場投入を

加速させています。

公開日 2026年09月03日  Revolutionized  アメリカ



詳細

主要成果

「奇跡の素材」として長らく注目されてきたグラフェンが、研究室の領域を超え、医療

バイオセンサー、エネルギー貯蔵、高性能工業コーティングなど、多様な分野で現実の

商業応用へと移行しています。この動きは、グラフェンのユニークな特性を実用的な解

決策に変換する技術が成熟したことを示しています。

技術・臨床詳細

グラフェンは、その卓越した強度、軽量性、導電性、そして化学的不活性性により、複

数の産業で変革をもたらす可能性を秘めています。具体的な応用例としては、建築分野

でのコンクリートの強度向上、電気自動車や携帯機器におけるバッテリーの充電速度と

容量の劇的な改善、そして医療分野での標的型ドラッグデリバリーシステムの精度向上

などが挙げられます。生産方法も進化しており、高品質なグラフェンシートを生成する

化学気相成長（CVD）法や、複合材料やコーティングに適した液体相剥離（LPE）法な

どが確立され、商業規模での生産を可能にしています。

背景・業界文脈

これまでのナノテクノロジー研究は、主に基礎科学的な発見に焦点を当ててきました

が、現在はその成果を社会実装する段階に入っています。グラフェンは、過去数十年間

の材料科学における最も重要な発見の一つとされており、その実用化は、材料の設計、

製造プロセス、そして最終製品の性能に大きな影響を与えます。特に、持続可能な社会

の実現が求められる中で、より効率的で環境負荷の低い素材への需要が高まっており、

グラフェンはその要請に応える有力な候補です。

今後の展望

グラフェンの商用化はまだ初期段階にあるものの、その応用範囲は今後さらに拡大する

と予想されます。フレキシブルエレクトロニクス、超高速通信、環境浄化技術など、未

開拓の分野でのブレークスルーが期待されています。企業や研究機関は、グラフェンの

製造コストを削減し、品質の一貫性を確保するための新たな技術開発に注力しており、

これによりグラフェンは現代産業の基盤素材として確固たる地位を築く可能性を秘めて

います。



元記事: https://revolutionized.com/graphene-material/

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://revolutionized.com/graphene-material/


#03 ParagrafとGrapheneaがGFETプラットフォーム

を商用評価開始、グラフェンセンシングチップ市場が

2036年に56.5億ドルへ

概要

グラフェンセンシングチップが実用評価段階に移行し、Paragraf社はPMF2002

GFETプラットフォームとエンタープライズリーダーを水質検査やバイオセンシング用

途向けに投入しました。同時に、Graphenea SemiconductorとMelexisは、先進的

なバイオセンシング向けにGFET-on-CMOSプラットフォームで協力しています。これ

らの進展は、グラフェン技術の商業化を加速させるもので、世界のグラフェンセンシ

ングチップ市場は2036年までに56億5200万ドル、年平均成長率30.0%に達すると予

測されています。

公開日 2026年09月04日  openPR.com  イギリス



詳細

主要成果

グラフェンセンシングチップが商業テストの段階へと大きく前進しています。Paragraf

社は、水質やバイオセンシングといった多様なアプリケーション向けに、PMF2002

GFET（グラフェン電界効果トランジスタ）プラットフォームと関連のエンタープライ

ズリーダーを市場に投入しました。これに並行して、Graphenea Semiconductorと

Melexisは、より高度なバイオセンシングを実現するためのGFET-on-CMOSプラット

フォームの開発において戦略的な協力関係を築いています。

技術・製品詳細

ParagrafのPMF2002 GFETプラットフォームは、グラフェンの高い感度と特異性を利

用し、極めて微量な物質の検出を可能にします。この技術は、環境モニタリングや疾病

診断など、高精度なリアルタイムセンシングが求められる分野で大きなメリットを提供

します。一方、Graphenea SemiconductorとMelexisが共同開発するGFET-on-

CMOSプラットフォームは、既存のCMOS（相補型金属酸化膜半導体）製造技術とグラ

フェン技術を融合させることで、量産性とコスト効率を両立させながら、高性能なバイ

オセンサーの実現を目指しています。2.5Dパッケージング技術の進展も、これらのチッ

プがより小型で高性能なデバイスとして統合されることを後押ししています。

背景・業界文脈

グラフェンは、その優れた電気的・機械的特性により、次世代のセンシング技術の鍵を

握ると期待されてきました。近年、製造技術の成熟とコスト削減が進み、実用化の障壁

が低下しています。特に、環境汚染物質の検出、病原体の迅速診断、個別化医療におけ

る生体マーカーのモニタリングなど、センシング分野における革新的なソリューション

が強く求められています。この市場は、2036年までに年間成長率30.0%で拡大し、56

億5200万ドル規模に達すると予測されており、グラフェンセンシングチップはその中

心的な役割を担うことになります。



今後の展望

ParagrafやGraphenea Semiconductor、Melexisといった主要企業の取り組みは、グ

ラフェンセンシングチップが今後、広範な産業で採用される基盤を築いています。これ

らのプラットフォームが商業評価を通じて性能と信頼性を確立すれば、水処理施設、医

療診断機器、食品安全検査、スマート農業など、多岐にわたる分野でのイノベーション

が加速するでしょう。グラフェン技術のさらなる進化と標準化が進むにつれて、より小

型で高機能、低コストなセンシングデバイスが普及し、私たちの日常生活や産業プロセ

スに不可欠なものとなる可能性を秘めています。

元記事: https://www.openpr.com/news/4622163/graphene-sensing-chips-move-toward-

commercial-testing-as-2-5d

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.openpr.com/news/4622163/graphene-sensing-chips-move-toward-commercial-testing-as-2-5d
https://www.openpr.com/news/4622163/graphene-sensing-chips-move-toward-commercial-testing-as-2-5d


#04 マンチェスター大学がグラフェンの非従来型超伝導

を解明、電子相互作用が超伝導を制御

概要

マンチェスター大学国立グラフェン研究所の科学者たちが、マジックアングルグラフ

ェンにおける超伝導が電子相互作用の弱化によって完全にオフになることを実証しま

した。この発見は、物理学レビューX誌に掲載され、非従来型超伝導現象における電

子相互作用の中心的な役割を強く裏付けるものです。この研究成果は、超伝導の根本

的なメカニズムを解明し、将来的な応用技術開発に貢献する重要な進展です。

公開日 2026年09月08日  The University of Manchester, EurekAlert!  イギリス



詳細

主要成果

マンチェスター大学国立グラフェン研究所の科学者たちは、マジックアングルグラフェ

ンにおいて、超伝導状態が電子間の相互作用を意図的に弱めることによって完全に停止

させられることを実証しました。この画期的な発見は、『Physical Review X』誌に掲

載され、この材料が示す非従来型超伝導現象において、電子相互作用が決定的な役割を

果たすという強力な証拠を提示しています。これにより、超伝導の根底にあるメカニズ

ムがより明確に理解されるようになりました。

技術・臨床詳細

マジックアングルグラフェンは、二層のグラフェンシートを特定の角度（約1.1度）で

重ね合わせることで、驚くべきことに超伝導性を示す材料です。この研究では、ゲート

電圧や静水圧などの外部パラメーターを精密に操作することで、電子間の相互作用の強

さを調整しました。その結果、相互作用が弱まると超伝導状態が消失することが明確に

示され、この現象が電子間の強い相関によって引き起こされるものであるという理論が

実験的に裏付けられました。これは、従来のBCS理論では説明できない非従来型超伝導

の理解を深める上で極めて重要な成果です。

背景・業界文脈

超伝導は、抵抗ゼロで電流を流すことができる現象であり、エネルギー伝送、超高速コ

ンピューティング、医療画像診断（MRI）など、多くの技術分野で革命的な応用が期待

されています。しかし、現在のところ、超伝導は極低温でしか実現できない場合が多

く、その実用化には大きな課題が残されています。マジックアングルグラフェンの発見

は、比較的高い温度での超伝導の可能性を示唆し、基礎研究と応用研究の両方で大きな

関心を集めています。今回の研究は、そのメカニズムを解明することで、室温超伝導な

どの最終目標に向けたロードマップに貢献するものです。



今後の展望

この研究結果は、相関電子系における超伝導の新しい理論モデルの開発を促進し、将来

的にはより実用的な超伝導材料の設計と合成に繋がる可能性があります。電子相互作用

を制御する新たな手法を確立することで、超伝導のオン/オフを切り替えられるデバイ

スや、特定の環境下で最適な超伝導特性を発揮する材料の開発が期待されます。投資家

や研究者コミュニティは、この分野におけるさらなるブレークスルーに注目しており、

エネルギー効率の高い次世代エレクトロニクスや量子技術への応用が視野に入っていま

す。

元記事: https://www.manchester.ac.uk/about/news/graphene-study-provides-evidence-for-

unconventional-superconductivity/

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.manchester.ac.uk/about/news/graphene-study-provides-evidence-for-unconventional-superconductivity/
https://www.manchester.ac.uk/about/news/graphene-study-provides-evidence-for-unconventional-superconductivity/


#05 中国の研究者がMXene/Fe3S4@FeSe2多重ヘテ

ロ接合を開発、ナトリウムイオン電池で450 mAh/gの初

期容量達成

概要

中国の研究者らは、「MOFs由来硫化セレン化戦略」を用いて、

MXene/Fe3S4@FeSe2多重ヘテロ接合材料を開発し、高性能ナトリウムイオン電池

電極としての優れた特性を実証しました。この材料は中空管状花房状構造を特徴と

し、0.1 A/gで約450 mAh/gという高い初期比容量を達成しました。さらに、2 A/g

という高電流密度でも400 mAh/gを維持し、次世代のエネルギー貯蔵技術に向けた

大きな進歩を示しています。

公開日 2026-08  Journal of Functional Materials  中国



詳細

主要成果

中国の研究チームは、「MOFs由来硫化セレン化戦略」という新しい手法を用いて、

MXene/Fe3S4@FeSe2多重ヘテロ接合材料の合成に成功しました。この革新的な材料

は、ナトリウムイオン電池（SIB）の高性能電極として有望であり、0.1 A/gで約450

mAh/gという高い初期比容量を達成し、2 A/gの高電流密度でも400 mAh/gを維持す

るという優れた電気化学的性能を示しました。

技術・臨床詳細

開発されたMXene/Fe3S4@FeSe2多重ヘテロ接合は、独特の「中空管状花房状構造」

を有しています。この構造は、反応表面積を最大化し、イオンの拡散経路を短縮するこ

とで、ナトリウムイオンの迅速な挿入・脱離を可能にします。MOFs（金属有機構造体）

を前駆体として用いることで、精密な構造制御と均一な組成分布を実現し、Fe3S4と

FeSe2の異種接合界面が電荷移動抵抗を低減し、安定したサイクル性能に寄与していま

す。この複合材料は、従来の電極材料と比較して、比容量とレート性能において顕著な

改善を示しており、特に高出力・高エネルギー密度のナトリウムイオン電池への応用が

期待されます。

背景・業界文脈

リチウムイオン電池は広く普及していますが、リチウム資源の偏在と価格変動が課題と

なっています。代替となるナトリウムイオン電池は、ナトリウム資源が豊富で安価であ

るため、次世代の大型エネルギー貯蔵システムとして大きな注目を集めています。しか

し、ナトリウムイオンのサイズがリチウムイオンより大きいため、効率的な挿入・脱離

を可能にする電極材料の開発が技術的なボトルネックとなっていました。MXeneや遷

移金属カルコゲナイドなどの二次元材料は、その優れた電気化学的特性から、ナトリウ

ムイオン電池の電極材料として有望視されており、今回の研究はその進展を加速させる

ものです。



今後の展望

今回のMXene/Fe3S4@FeSe2多重ヘテロ接合材料の開発は、ナトリウムイオン電池の

実用化に向けた重要な一歩となります。今後は、材料の安定性、サイクル寿命、および

製造プロセスのスケーラビリティに関するさらなる最適化が求められます。この技術が

商業化されれば、電気自動車、定置型エネルギー貯蔵システム、スマートグリッドな

ど、幅広い分野でナトリウムイオン電池の普及を加速させ、持続可能なエネルギー社会

の実現に貢献するでしょう。研究者や投資家は、この高性能電極材料がもたらす可能性

に大きな期待を寄せています。

元記事: https://www.gncl.cn/EN/10.3969/j.issn.1001-9731.2026.08.002

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.gncl.cn/EN/10.3969/j.issn.1001-9731.2026.08.002


#06 Graphene Manufacturing Groupがグラフェ

ン・アルミニウムイオン電池の長寿命サイクルデータを発

表、モジュラー生産プラント稼働

概要

Graphene Manufacturing Group (GMG) は、同社のグラフェン・アルミニウムイオ

ン電池技術の進捗を示す長寿命サイクルデータを発表しました。これは、エネルギー

貯蔵分野におけるグラフェン技術の実現可能性を強く示すものです。GMGはまた、製

品販売の拡大に合わせて拡張可能なプラズマ技術に基づくモジュラー型グラフェン生

産プラントの稼働を開始しており、商業化への準備を着々と進めています。この進展

は、より持続可能で高性能な電池ソリューションへの道を拓く可能性があります。

公開日 2026年09月09日  Facebook (Graphene Manufacturing Group)  オーストラリ

ア



詳細

主要成果

Graphene Manufacturing Group (GMG) は、同社が開発を進めるグラフェン・アル

ミニウムイオン電池技術に関する長寿命サイクルデータを発表しました。これは、既存

の電池技術を凌駕する可能性を秘めた次世代電池の商業化に向けた重要な進捗を示唆し

ています。同時に、GMGは独自のプラズマ技術を基盤としたモジュラー型グラフェン生

産プラントの稼働を開始し、製品需要の増加に対応するスケーラブルな製造能力を確立

しました。

技術・製品詳細

GMGのグラフェン・アルミニウムイオン電池は、リチウムイオン電池に代わる高性能な

エネルギー貯蔵ソリューションとして設計されています。アルミニウムイオンは、リチ

ウムイオンよりも資源が豊富で安価であり、グラフェン電極との組み合わせにより、高

速充電、長寿命、高い安全性、広い動作温度範囲といった優位性を持つと期待されてい

ます。発表された長寿命サイクルデータは、これらの特性がラボレベルだけでなく、実

用レベルで実現可能であることを示唆するものです。また、新たに稼働を開始したモジ

ュラー型グラフェン生産プラントは、GMG独自のプラズマ技術を用いて高品質なグラ

フェンを効率的に製造します。このプラントは、製品販売の成長に合わせて生産能力を

柔軟に拡張できる設計となっており、市場の需要に迅速に対応できる体制を整えていま

す。

背景・業界文脈

世界のエネルギー貯蔵市場は、再生可能エネルギーの普及、電気自動車の台頭、ポータ

ブルデバイスの高性能化に伴い、急速な拡大を続けています。既存のリチウムイオン電

池は優れた性能を発揮しますが、資源供給の制約、安全性への懸念、そして環境負荷な

どの課題も抱えています。そのため、グラフェン・アルミニウムイオン電池のような次

世代技術は、これらの課題を克服し、より持続可能で高性能な社会の実現に貢献する可

能性を秘めています。GMGの技術は、オーストラリアの豊富な天然資源と結びつき、エ

ネルギー自給率の向上にも寄与し得ると期待されています。



今後の展望

GMGの長寿命サイクルデータの発表と生産プラントの稼働は、グラフェン・アルミニウ

ムイオン電池の商業化に向けた明確なロードマップを示すものです。今後、同社はさら

なる性能最適化、安全性評価、および市場投入に向けた認証取得を進めるでしょう。こ

の技術が広範に採用されれば、電気自動車、グリッドスケール貯蔵、家電製品など、多

岐にわたるアプリケーションにおいてエネルギー貯蔵のパラダイムシフトを引き起こす

可能性があります。投資家は、この革新的な電池技術がもたらす長期的な成長機会に注

目しています。

元記事: https://www.facebook.com/newtothestreet/posts/-gmg-announces-long-life-battery-

cycling-datagraphene-manufacturing-group-otcqx-/1930025648449768/

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/newtothestreet/posts/-gmg-announces-long-life-battery-cycling-datagraphene-manufacturing-group-otcqx-/1930025648449768/
https://www.facebook.com/newtothestreet/posts/-gmg-announces-long-life-battery-cycling-datagraphene-manufacturing-group-otcqx-/1930025648449768/


#07 中国の研究者がZrB2/MXene複合材料をリチウム

硫黄電池に適用、500サイクル後も512.3 mA·h/gを維

持

概要

中国の研究チームは、リチウム硫黄（Li-S）電池カソードの硫黄ホストとして、硫黄親

和性の高いZrB2/MXene複合材料を開発しました。このS/ZrB2/MXene電極は、0.1

Cで1395.9 mA·h/gという高い初期放電比容量を達成し、500サイクル後も512.3

mA·h/gを維持、サイクルあたりの容量減衰率はわずか0.072%でした。このブレーク

スルーは、Li-S電池の主要な課題であるサイクル安定性を大幅に改善し、次世代の高

エネルギー密度電池の実用化に大きく貢献するものです。

公開日 2026年09月09日  Journal of Materials Science: Materials in Electronics  中国



詳細

主要成果

中国の研究チームは、リチウム硫黄（Li-S）電池の性能を飛躍的に向上させるため、新

たな硫黄親和性ZrB2/MXene複合材料を開発し、これをカソードの硫黄ホストとして

応用しました。このS/ZrB2/MXene電極は、0.1 Cのレートで1395.9 mA·h/gという

非常に高い初期放電比容量を達成し、驚くべきことに500サイクル後も512.3 mA·h/g

の容量を維持し、サイクルあたりの容量減衰率はわずか0.072%という優れた結果を示

しました。

技術・臨床詳細

開発されたZrB2/MXene複合材料は、Li-S電池の主要な課題であるポリスルフィドシャ

トル効果を効果的に抑制するように設計されています。MXeneは、その高い導電性と

広い表面積により、硫黄の有効利用率を高め、電荷移動を促進します。一方、ZrB2

（二ホウ化ジルコニウム）は、硫黄およびその反応中間体に対する強力な化学吸着能力

を持つことで、可溶性ポリスルフィドが電解液中に溶出するのを防ぎます。これによ

り、電極の活性材料が安定し、長期的なサイクル安定性とクーロン効率の向上を実現し

ています。この複合材料のユニークな構造と相乗効果は、高エネルギー密度と長寿命を

両立させるための鍵となります。

背景・業界文脈

リチウム硫黄電池は、理論上2500 Wh/kgという非常に高いエネルギー密度を持つた

め、電気自動車や大型定置型エネルギー貯蔵システムへの応用が期待されています。し

かし、商用化には、硫黄の低い導電性、充放電サイクル中の体積変化、そして最も重要

なポリスルフィドシャトル効果による急速な容量劣化という課題が立ちはだかっていま

した。これらの課題を解決する高性能な硫黄ホスト材料の開発が、Li-S電池のブレーク

スルーを決定づける要因とされてきました。今回の研究は、その課題克服に向けた重要

な進展であり、Li-S電池の実用化を加速させるものです。



今後の展望

ZrB2/MXene複合材料の成功は、リチウム硫黄電池の実用化に向けた大きな一歩とな

ります。今後は、材料の合成プロセスのスケーラビリティ、コスト効率のさらなる改

善、および実用的な電池セル構造での性能検証が焦点となるでしょう。この技術が商業

化されれば、電気自動車の航続距離を大幅に延長し、再生可能エネルギー貯蔵の効率を

高めるなど、クリーンエネルギー技術の発展に革命をもたらす可能性があります。研究

者や投資家は、この種のブレークスルーがLi-S電池市場にもたらす変革に大きな期待を

寄せています。

元記事: https://www.gncl.cn/EN/10.3969/j.issn.1001-9731.2026.08.012

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.gncl.cn/EN/10.3969/j.issn.1001-9731.2026.08.012


#08 MXene-ZnNi2S4-ZnNi2O4ナノフレークアンサ

ンブルが多機能エネルギー貯蔵カソードとして最大329.1

F/gの比容量を達成

概要

研究者たちは、垂直配向MXene-ZnNi2S4-ZnNi2O4ナノフレークアンサンブルを開

発し、これを多価金属イオン貯蔵用の多機能カソードとして利用することに成功しま

した。この革新的な電極は、アンモニウムイオンコンデンサで最大329.1 F/gという

高い比容量を達成し、Zn||MZNSセルで139.6 mAh/g、Al||MZNS構成では769サイ

クル後も90%の容量保持率で244 mAh/gの比容量を発揮しました。この成果は、次

世代の高性能エネルギー貯蔵デバイス開発に大きな期待を寄せるものです。

公開日 2026年09月08日  Nanoscale | The Royal Society of Chemistry  イギリス



詳細

主要成果

研究者たちは、垂直に配向したMXene-ZnNi2S4-ZnNi2O4ナノフレークアンサンブル

を開発し、これを多価金属イオン貯蔵に適用可能な単一の多機能カソード材料として実

証しました。この革新的な電極は、アンモニウムイオンを貯蔵するスーパーキャパシタ

において、最大で329.1 F/gという非常に高い比容量を達成しました。さらに、亜鉛イ

オン電池（ Zn||MZNSセル）では 139.6 mAh/g、アルミニウムイオン電池

（Al||MZNS構成）では244 mAh/gの比容量を示し、後者は769サイクル後も90%の

高い容量保持率を維持するという優れた性能を発揮しました。

技術・臨床詳細

開発されたMXene-ZnNi2S4-ZnNi2O4ナノフレークアンサンブルは、MXeneの優れた

導電性とZnNi2S4、ZnNi2O4の異なる構造および電気化学的特性を組み合わせたもの

です。垂直配向構造は、イオン輸送経路を短縮し、有効な表面積を最大化することで、

高速な充放電反応と高いエネルギー密度を可能にします。MXeneの層状構造は、多価

金属イオンの挿入・脱離を円滑にし、同時に電極の機械的安定性を向上させます。硫化

物と酸化物ハイブリッドは、豊富な活性サイトと優れた触媒活性を提供し、様々なイオ

ン種に対する高い貯蔵能力と安定したサイクル性能を両立させています。特に

Al||MZNS構成での長期サイクル安定性は、実用化に向けた大きな強みとなります。

背景・業界文脈

現代社会は、ポータブル電子機器、電気自動車、再生可能エネルギーグリッドなど、多

岐にわたる分野で高性能なエネルギー貯蔵デバイスを求めています。従来のリチウムイ

オン電池は広く普及していますが、リチウム資源の制約や安全性、そしてコストが課題

となっています。そのため、ナトリウム、亜鉛、アルミニウム、アンモニウムといった

より豊富で安価な多価金属イオンをベースとした次世代電池やスーパーキャパシタの研

究が活発化しています。MXeneベースの材料は、その優れた電気化学的特性からこれら

の分野で特に注目されており、多機能なカソード材料の開発は、これらの代替エネルギ

ー貯蔵技術の実用化を加速させる鍵となります。



今後の展望

このMXene-ZnNi2S4-ZnNi2O4ナノフレークアンサンブルは、アンモニウムイオンス

ーパーキャパシタや多価金属イオン電池といった多様なエネルギー貯蔵アプリケーショ

ンにおいて、その高性能と安定性から大きな可能性を秘めています。今後、材料の量産

化、製造コストの最適化、そして実用的なデバイス設計への統合が研究の焦点となるで

しょう。この種の革新的な材料開発は、より効率的で持続可能なエネルギー貯蔵ソリュ

ーションの実現に貢献し、関連産業に新たなビジネス機会をもたらすと期待されます。

元記事: https://pubs.rsc.org/nr/article/doi/10.1039/D6NR02054B/1299049/Single-cathode-

material-for-multifunctional-energy

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.rsc.org/nr/article/doi/10.1039/D6NR02054B/1299049/Single-cathode-material-for-multifunctional-energy
https://pubs.rsc.org/nr/article/doi/10.1039/D6NR02054B/1299049/Single-cathode-material-for-multifunctional-energy


#09 米国エネルギー省が石炭由来グラフェン材料の研究

に資金提供、電導体、電池、モーター応用を推進

概要

米国エネルギー省は、FOA 2620炭素鉱石処理プログラムを通じて、石炭由来グラフ

ェン材料の開発を支援する複数のプロジェクトを選定しました。テネシー工科大学は

石炭由来グラフェン-銅ナノ複合体の噴霧堆積を最適化し、導電体への応用を目指しま

す。ワイオミング大学は亜瀝青炭からグラフェン酸化物・還元グラフェン酸化物を製

造し、ナトリウムイオン電池アノードやコンクリート添加剤として利用します。オハイ

オ大学は石炭由来ナノグラファイト/グラフェンを用いた低コスト炭素金属複合体を開

発し、電気モーターに応用する計画です。

公開日 2026年09月03日  Department of Energy  アメリカ



詳細

主要成果

米国エネルギー省は、炭素鉱石処理に関するFOA 2620プログラムの下、複数の革新的

なプロジェクトを選定し、石炭由来のグラフェンおよびグラフェン関連材料の開発を支

援することを発表しました。これらのプロジェクトは、国内の豊富な石炭資源から高付

加価値製品を生み出すことを目的とし、先進的な導電体、次世代電池、高性能電気モー

ターといった多岐にわたる応用を目指します。

技術・製品詳細

テネシー工科大学（Tennessee Technological University）：石炭由来のグラフ

ェン-銅ナノ複合体を用いた導電体の噴霧堆積技術の最適化に焦点を当てます。この

技術は、電気伝導性に優れた複合材料を製造し、高性能配線や電子部品への応用が期

待されます。

ワイオミング大学（University of Wyoming）：亜瀝青炭をグラフェン酸化物

（GO）および還元型グラフェン酸化物（rGO）に加工する計画です。これらの材料

は、次世代のナトリウムイオン電池のアノード材料や、コンクリートの強度および耐

久性を向上させる添加剤としての利用が検討されています。

オハイオ大学（Ohio University）：石炭由来のナノグラファイト/グラフェンと金属

を組み合わせた、費用対効果の高い炭素金属複合材料を開発します。この複合材料

は、軽量かつ高効率な電気モーターの製造に応用され、エネルギー変換効率の向上に

貢献する可能性があります。

これらのプロジェクトは、石炭を単なる燃料源としてではなく、高機能材料の原料とし

て再評価し、その付加価値を高めることを目指しています。

背景・業界文脈

米国では、石炭産業の構造変化と環境規制の強化により、新たな利用方法の模索が続い

ています。炭素鉱石処理（COP）は、石炭から貴重なレアアース元素、戦略的鉱物、お

よび炭素ベースの先進材料を抽出する技術であり、石炭産業の多様化と持続可能性を確

保するための重要な戦略です。グラフェンは、その並外れた特性から、電気・電子、エ

ネルギー貯蔵、複合材料など多岐にわたる分野で革新的なソリューションを提供できる

と期待されています。政府機関によるこのような資金提供は、基礎研究から応用研究へ

の橋渡しを加速させ、国内の技術競争力を強化する上で不可欠です。



今後の展望

これらの選定されたプロジェクトが成功すれば、石炭由来グラフェン材料の新たな市場

が開拓され、米国におけるエネルギーと材料のサプライチェーンの強靭化に貢献するで

しょう。特に、電気自動車や再生可能エネルギー技術の発展が加速する中で、高性能か

つ安価な材料への需要は高まる一方です。これらの研究開発は、新たな雇用創出と経済

成長を促進すると同時に、持続可能な資源利用モデルの確立にも寄与することが期待さ

れています。各大学の研究成果が、実用化と産業展開に向けてどのように進展するかが

注目されます。

元記事: https://www.energy.gov/hgeo/project-selections-foa-2620-carbon-ore-processing

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.energy.gov/hgeo/project-selections-foa-2620-carbon-ore-processing


#10 HydroGraphがテキサス州に新本社開設、

Hyperion Reactor™で年間30トンのグラフェン生産能

力を確立

概要

HydroGraph Clean Power Inc.は、テキサス州に新たな本社を開設し、年間30トン

の高純度グラフェン生産能力を持つ開発・製造拠点として運用を開始しました。同社

はさらに、独自のHyperion Reactor™技術を用いた商業規模の製造施設をベルビル

（テキサス州）に建設中で、2027年には年間360トンの生産能力で稼働開始を予定し

ています。この拡張は、グラフェン技術の量産化に向けたHydroGraphの戦略的な前

進を示しています。

公開日 2026年09月09日  PCI Magazine  アメリカ



詳細

主要成果

HydroGraph Clean Power Inc.は、グラフェンの大規模生産に向けた戦略的拡大の一

環として、テキサス州に新たな本社を設立しました。この新拠点は、年間30トンという

初期生産能力を持つ高純度グラフェンの開発・製造ハブとして機能します。さらに、同

社は2027年稼働開始を目指し、テキサス州ベルビルに年間360トン規模の商業生産施

設を建設中であり、これは独自のHyperion Reactor™技術を用いた爆轟合成法による

ものです。

技術・製品詳細

HydroGraphの強みは、その独自開発したHyperion Reactor™技術にあります。この

技術は、爆轟合成法を用いることで、欠陥が少なく高純度な「原始グラフェン」を効率

的に生産することを可能にします。従来のグラフェン製造法と比較して、よりクリーン

でエネルギー効率が高く、製造コストを削減できるというメリットがあります。テキサ

ス州の新本社は、研究開発と初期生産を担い、年間30トンの生産能力で市場のニーズに

応えます。ベルビルに建設中の商業生産施設は、この技術をさらにスケールアップし、

年間360トンという大幅な生産能力増強を実現することで、幅広い産業分野からのグラ

フェン需要に対応する体制を確立します。

背景・業界文脈

グラフェンは、その卓越した導電性、強度、軽量性から「夢の素材」として期待されて

いますが、その品質と量産性の両立が長年の課題でした。HydroGraphのような企業に

よる高純度グラフェンの大規模生産能力の確立は、この課題を克服し、グラフェンがエ

レクトロニクス、エネルギー貯蔵、複合材料、医療などの主要産業で本格的に採用され

るための重要なステップとなります。特に、持続可能性と高性能化が求められる現代に

おいて、グラフェンは革新的なソリューションを提供し、新たな市場を創造する可能性

を秘めています。



今後の展望

今回のテキサス本社開設と、ベルビルでの商業生産施設建設の進行は、HydroGraph

Clean Power Inc.がグラフェン市場におけるリーダーシップを確立しようとする強い意

志を示しています。2027年の商業生産開始は、同社にとって収益拡大の重要なマイル

ストーンとなるだけでなく、グラフェン産業全体の成長を加速させる要因となるでしょ

う。このスケーラブルな生産技術が確立されれば、グラフェンの応用分野はさらに広が

り、多くの産業で製品の性能向上とコスト削減に貢献することが期待されます。投資家

や産業パートナーは、この先進的な製造能力がもたらすビジネス機会に大きな注目を寄

せています。

元記事: https://www.pcimag.com/articles/115144-hydrograph-opens-texas-headquarters-as-

graphene-scale-up-advances

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.pcimag.com/articles/115144-hydrograph-opens-texas-headquarters-as-graphene-scale-up-advances
https://www.pcimag.com/articles/115144-hydrograph-opens-texas-headquarters-as-graphene-scale-up-advances


#11 AvadainのLTDFグラフェンが産業用3Dプリンティ

ングを革新、航空宇宙で20-40%軽量化を実現

概要

Avadain社は、同社のLTDF（大面積・薄膜・欠陥フリー）グラフェンが産業用3Dプ

リンティングに革命をもたらし、航空宇宙、自動車、ヘルスケア分野での応用を強化

すると発表しました。LTDFグラフェンを金属粉末やポリマーフィラメントに組み込む

ことで、航空宇宙産業では20〜40%の軽量化と強度向上が可能になります。また、自

動車電池の熱管理改善や、医療機器への抗菌性付与といった具体的なメリットが期待

され、製造業全体に大きな影響を与える可能性があります。

公開日 2026年09月06日  EIN Presswire  アメリカ



詳細

主要成果

Avadain社は、同社が開発したLTDF（Large, Thin, and Defect-Free：大面積、薄

膜、欠陥フリー）グラフェンが、産業用3Dプリンティング技術を大幅に強化し、航空

宇宙、自動車、ヘルスケアといった主要分野に革新をもたらすと発表しました。この高

品質なグラフェンを材料に組み込むことで、性能向上とコスト削減の両面で画期的な成

果が期待されています。

技術・製品詳細

AvadainのLTDFグラフェンは、独自の製造プロセスによって、従来のグラフェンより

も大きな面積、薄い厚さ、そして極めて少ない欠陥を実現しています。このグラフェン

を3Dプリンティング用の金属粉末やポリマーフィラメントに複合化することで、最終製

品の特性が劇的に改善されます。例えば、航空宇宙産業では、構造部品の質量を20〜

40%削減しながら強度を向上させることが可能になり、燃料効率の改善とペイロードの

増加に貢献します。自動車分野では、EVバッテリーの熱管理能力が向上し、性能と寿

命が伸びます。ヘルスケア分野では、医療機器に抗菌特性を付与し、感染リスクの低減

に役立ちます。LTDFグラフェンは、材料の機械的強度、熱伝導性、電気伝導性、さら

には抗菌性といった多岐にわたる特性を向上させる汎用性を持っています。

背景・業界文脈

産業用3Dプリンティングは、試作から最終製品の製造へとその適用範囲を広げていま

すが、その性能は使用される材料の限界に制約されてきました。特に、軽量化と高強度

化、そして特定の機能性付与は、航空宇宙、自動車、医療といった高性能が求められる

産業において、常に追求される課題です。グラフェンは、その並外れた特性から、これ

らの課題を克服するための理想的な添加剤として期待されてきましたが、高品質なグラ

フェンの大量生産と均一な複合化がボトルネックでした。AvadainのLTDFグラフェン

は、このボトルネックを解消し、3Dプリンティング材料の次世代進化を牽引するもの

です。



今後の展望

AvadainのLTDFグラフェン技術が産業用3Dプリンティングに広く採用されれば、製造

業全体に大きな変革がもたらされるでしょう。設計の自由度が向上し、より複雑で軽

量、高性能な部品のオンデマンド生産が可能になります。これにより、製品開発サイク

ルが短縮され、サプライチェーンの効率化が図られるとともに、新たなビジネスモデル

の創出にも繋がります。研究者や投資家は、この技術が製造コスト削減、製品性能向

上、そして持続可能な製造プロセスの実現に果たす役割に大きな期待を寄せています。

元記事: https://avadaingraphene.com/engineering-breakthroughs-avadains-ltdf-graphene-will-

enhance-industrial-3d-printing/

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://avadaingraphene.com/engineering-breakthroughs-avadains-ltdf-graphene-will-enhance-industrial-3d-printing/
https://avadaingraphene.com/engineering-breakthroughs-avadains-ltdf-graphene-will-enhance-industrial-3d-printing/


#12 ウィーン大学が「白色グラフェン」hBNに原子レベ

ルでナノポアを形成、円形・三角形を自在に制御

概要

ウィーン大学の研究チームは、六方晶窒化ホウ素（hBN、通称「白色グラフェン」）に

原子レベルでナノポアの形状を精密に制御する技術を実証しました。超高真空下での

電子照射で円形ポア、酸素添加で三角形ポアを形成でき、このブレークスルーは、濾

過、DNAシーケンシング、触媒、量子技術といった分野で新たな応用を可能にしま

す。この原子精度での形状制御は、hBNの機能性を大幅に拡張するものです。

公開日 2026年09月10日  University of Vienna, Scientific Frontline  オーストリア



詳細

主要成果

ウィーン大学の研究チームは、驚くべき精度で六方晶窒化ホウ素（hBN）、通称「白色

グラフェン」のナノポア形状を原子スケールで制御することに成功しました。この革新

的な技術により、電子照射と環境ガス（酸素）の導入を組み合わせることで、円形およ

び三角形のナノポアを自在に形成できることが実証されました。このブレークスルー

は、hBNの多岐にわたる潜在的な応用分野、特に濾過、DNAシーケンシング、触媒、そ

して量子技術に新たな道を開くものです。

技術・臨床詳細

この研究の核心は、走査型透過電子顕微鏡（STEM）の電子ビームを精密に操作し、超

高真空環境下でhBN単層膜の原子を一つずつ除去する技術にあります。研究者たちは、

この電子照射のみではhBNにきれいな円形のナノポアが形成されることを発見しまし

た。さらに重要なのは、非常に微量の酸素ガスを導入しながら電子照射を行うと、ポア

の形状が円形から三角形へと変化するという画期的な知見です。この形状変化は、酸素

原子がhBNの結晶格子内の特定のサイトに優先的に結合し、その後の原子除去経路に影

響を与えることで生じると分析されています。この原子レベルでの「テイラーメイド」

な形状制御は、特定の分子を選別するフィルターや、DNAやRNAの配列を解読するナ

ノポアシーケンサー、あるいは量子ドットや触媒としての応用において、前例のない機

能性と選択性を実現する可能性を秘めています。

背景・業界文脈

hBNは、グラフェンと同様の二次元層状構造を持つが、グラフェンが半金属であるのに

対し、hBNは広いバンドギャップを持つ絶縁体であり、「白色グラフェン」とも称され

ます。その優れた機械的強度、熱伝導性、化学的安定性から、次世代のエレクトロニク

ス、センサー、量子デバイスにおける重要な材料として注目されています。特に、ナノ

ポア技術は、極めて小さなスケールでの分子分離や検出、そして量子情報処理における

基礎的な要素として、科学技術のフロンティアを押し広げています。原子レベルでの精

密なポア形状制御は、これらの応用分野における性能と効率を劇的に向上させる鍵とな

ります。



今後の展望

ウィーン大学のこの画期的な成果は、hBNのナノポア技術を次のレベルへと引き上げま

す。今後、研究者たちは、様々なガス環境下でのポア形成メカニズムをさらに詳細に解

明し、より複雑な形状や機能を持つナノ構造の作製を目指すでしょう。この技術が成熟

すれば、超高効率な水質浄化フィルター、超高速DNAシーケンサー、あるいは全く新し

いタイプの量子センサーや触媒材料の開発に繋がる可能性があります。これにより、ナ

ノテクノロジーの商業応用が加速され、環境問題、医療診断、情報処理といったグロー

バルな課題解決に大きく貢献することが期待されます。

元記事: https://www.eurekalert.org/news-releases/1143425

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.eurekalert.org/news-releases/1143425


#13 米中研究者が世界初のグラフェン半導体を開発、電

子移動度シリコンの10倍で既存チップと互換

概要

ジョージア工科大学と天津大学の研究チームが、Nature誌（2024年1月）で発表され

た世界初の機能性グラフェン半導体の開発について言及されています。このグラフェ

ン半導体は、電子移動度がシリコンの10倍という画期的な性能を誇り、既存のチップ

製造インフラと高い互換性を持つことが特長です。この技術は、シリコンカーバイド

ウェハー上にエピタキシャルグラフェンを直接成長させることで、自然に半導体特性

を持つ構造を生成し、コンピューティング性能の抜本的な向上を可能にします。

公開日 2026年09月10日  Iron Circuit (YouTube)  アメリカ、中国



詳細

主要成果

ジョージア工科大学と天津大学の共同研究チームは、世界で初めて機能性グラフェン半

導体を開発しました。この画期的な成果は、2024年1月にNature誌で発表され、電子

移動度がシリコンの10倍に達するという驚異的な性能を実現しています。さらに、この

グラフェン半導体は、既存のチップ製造インフラと高い互換性を持つため、次世代の高

性能プロセッサ開発に大きな道を開きます。

技術・製品詳細

このグラフェン半導体の製造には、シリコンカーバイド（SiC）ウェハー上にエピタキ

シャルグラフェンを直接成長させる手法が採用されています。エピタキシャル成長によ

り、原子レベルで制御された高品質なグラフェン層が形成され、これにより本来半金属

であるグラフェンに自然な半導体特性を付与することに成功しました。グラフェンの持

つ単原子層の厚さ、高い電子移動度、優れた熱伝導性は、シリコンベースのデバイスが

直面する物理的限界を克服する鍵となります。特に、電子移動度がシリコンの10倍であ

ることは、トランジスタのスイッチング速度と効率を劇的に向上させ、結果としてAIア

クセラレーターやGPUといった計算集約型アプリケーションの性能を飛躍的に高める可

能性を秘めています。

背景・業界文脈

半導体業界は、ムーアの法則の減速と、熱発生による性能限界という課題に直面してい

ます。シリコン技術は数十年にわたり情報技術の基盤となってきましたが、物理的な限

界が見え始めており、新しい材料への探求が加速しています。グラフェンは、その並外

れた電気的特性から、次世代半導体材料として最も有望視されてきました。しかし、グ

ラフェンに安定したバンドギャップを導入し、トランジスタとして機能させることは長

年の研究課題でした。今回のブレークスルーは、この課題を克服し、グラフェンがシリ

コンに代わるか、あるいはシリコンと共存する形で高性能コンピューティングの未来を

切り開く可能性を示しています。



今後の展望

この世界初の機能性グラフェン半導体の開発は、コンピューティング技術に革命をもた

らす可能性を秘めています。既存の半導体製造プロセスとの互換性があるため、比較的

迅速な産業導入が期待されます。今後、研究者たちは、より大規模なウェハーでの製造

プロセス最適化、デバイスの信頼性向上、そして実際の回路設計への統合に取り組むで

しょう。この技術が商業化されれば、NVIDIAなどの既存GPUベンダーの製品を「時代

遅れ」にする可能性も指摘されており、AI、スーパーコンピューティング、モバイルデ

バイスなど、あらゆる分野でデータ処理能力を劇的に向上させ、新たなイノベーション

を加速させることが期待されます。

元記事: https://m.youtube.com/watch?v=8CG2QiRPQSA

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://m.youtube.com/watch?v=8CG2QiRPQSA


#14 200mmウェハー上でCMOS互換GFET製造プロセ

スが最適化、97%のデバイス歩留まりを達成し産業化へ

大きく前進

概要

Imecらの研究チームは、200mmウェハー上でCMOS互換グラフェン電界効果トラン

ジスタ（GFET）の製造および分析プロセスを最適化し、産業化に向けた重要な一歩を

踏み出しました。この最適化されたプロセスは、97%という高いデバイス歩留まりを

達成し、同時に良好なドーピング均一性、接触抵抗、移動度を維持します。この成果

は、二次元材料ベースのデバイスが大規模な産業採用へと移行するための重要な障壁

を取り除くもので、次世代エレクトロニクスの発展を加速させるものです。

公開日 2026年09月09日  ACS Publications  ベルギー



詳細

主要成果

研究者たちは、200mmウェハー上でのCMOS互換グラフェン電界効果トランジスタ

（GFET）の製造プロセスと分析手法を最適化することに成功し、パイロットライン環

境下での産業応用に向けた重要な前進を遂げました。この最適化されたプロセスは、

97%という非常に高いデバイス歩留まりを達成し、同時に優れたドーピング均一性、低

い接触抵抗、そして高いキャリア移動度を実現しています。

技術・製品詳細

今回の研究では、グラフェン層の転写技術、ゲート誘電体形成、電極接合、そしてパタ

ーニングといったGFET製造の各ステップにおいて、革新的な最適化が行われました。

特に、200mmという比較的大きなウェハーサイズでの製造は、既存の半導体製造ライ

ンとの高い互換性を示し、量産化への障壁を大幅に低減します。達成された97%という

デバイス歩留まりは、商業生産におけるコスト効率と信頼性にとって極めて重要です。

また、良好なドーピング均一性はデバイスの性能の一貫性を保証し、低い接触抵抗と高

い移動度は、GFETが高周波、高速度、低消費電力のアプリケーションにおいてシリコ

ンベースのデバイスを凌駕する可能性を強く示唆しています。

背景・業界文脈

半導体業界は、ムーアの法則の限界に直面しており、性能向上と省エネルギー化のため

に、グラフェンをはじめとする二次元材料を基盤とした次世代デバイスへの期待が高ま

っています。しかし、これらの新素材を既存のCMOS製造プロセスに統合し、大規模か

つ高品質で生産することは、長年の大きな課題でした。特に、材料の欠陥制御、均一な

ドーピング、そしてウェハーレベルでの再現性確保は、産業化に向けた重要なボトルネ

ックでした。今回の研究は、これらのボトルネックの多くを解消し、二次元材料がエレ

クトロニクス産業の未来を担う可能性を現実のものとしています。



今後の展望

200mmウェハー上でのGFET製造プロセスの最適化は、グラフェンベースのデバイス

が、IoT、5G/6G通信、人工知能、高性能コンピューティングなど、広範なアプリケー

ションで採用されるための基盤を築きます。この技術のさらなる進化と、より大規模な

300mmウェハーへの展開が実現すれば、グラフェンデバイスはシリコン技術を補完ま

たは部分的に代替し、エレクトロニクス業界に新たな成長機会をもたらすでしょう。投

資家や半導体メーカーは、このブレークスルーがもたらす長期的な影響と商業的価値に

大きな注目を寄せています。

元記事:

https://pubs.acs.org/ancac3/article/doi/10.1021/acsnano.6c03282/5427152/Graphene-

Field-Effect-Transistor-Process-and

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/ancac3/article/doi/10.1021/acsnano.6c03282/5427152/Graphene-Field-Effect-Transistor-Process-and
https://pubs.acs.org/ancac3/article/doi/10.1021/acsnano.6c03282/5427152/Graphene-Field-Effect-Transistor-Process-and


#15 Graphene Flagshipの2Dパイロットラインが

200mmウェハー上のグラフェンPICを開発、産業応用へ

スケーラビリティを実証

概要

Graphene Flagshipの2Dパイロットライン（2D-PL）は、グラフェンベースのフォト

ニクスを産業応用に向け推進し、200mmウェハー上にグラフェンフォトニック集積

回路（PIC）の製造に成功しました。このPICには約48,500個の光学および電気試験

構造が含まれており、研究室規模から大規模製造への2D材料技術のスケーラビリティ

が実証されました。この成果は、光通信、センサー、その他高速・低消費電力デバイ

スの未来を大きく変える可能性を秘めています。

公開日 2026年09月20日  Graphene Flagship  EU



詳細

主要成果

Graphene Flagshipの2Dパイロットライン（2D-PL）プロジェクトは、グラフェンベ

ースのフォトニクス技術の産業応用に向けて大きな進歩を遂げ、200mmウェハー上に

グラフェンフォトニック集積回路（PIC）の製造に成功しました。このPICには、約

48,500個もの光学および電気試験構造が集積されており、これは二次元材料技術が研

究室レベルから大規模な商業製造へとスケールアップできることを明確に実証するもの

です。

技術・製品詳細

グラフェンフォトニック集積回路（PIC）は、光信号を生成、変調、検出、ルーティン

グする機能を単一のチップ上に統合したデバイスであり、その中心にグラフェンが用い

られています。グラフェンは、その高い電子移動度、広範な吸収スペクトル、そして電

気光学効果の調整可能性により、光信号の超高速変調や広帯域通信に理想的な材料で

す。2D-PLプロジェクトは、200mmという既存の半導体産業で標準的に使用されるウ

ェハーサイズでPICを製造することで、既存のインフラとの互換性を確保し、量産化へ

の道筋を明確にしました。48,500個もの試験構造の集積は、高い製造歩留まりと設計

の柔軟性を示唆しており、複雑な光回路の実現可能性を高めます。

背景・業界文脈

光通信技術は、データセンター、5G/6Gネットワーク、IoTデバイスの普及に伴い、爆

発的に増加するデータトラフィックを処理するために不可欠です。しかし、現在の光電

子デバイスは、消費電力、速度、集積度の面で限界に直面しています。グラフェンベー

スのフォトニクスは、これらの課題を克服し、より高速、低消費電力、そして高集積な

光デバイスを実現する可能性を秘めた次世代技術として注目されています。Graphene

FlagshipのようなEUの大型研究イニシアチブは、基礎研究から産業応用へのギャップ

を埋め、欧州の技術競争力を強化することを目指しています。



今後の展望

2Dパイロットラインによる200mmウェハー上のグラフェンPICの成功は、光通信、セ

ンサー、医療診断、さらには量子コンピューティングといった多岐にわたる分野に革命

をもたらす可能性を秘めています。今後、研究者たちは、より高機能なPIC設計、製造

プロセスのさらなる最適化、そして実用的なシステムへの統合に注力するでしょう。こ

のスケーラビリティが確立されれば、グラフェンベースの光電子デバイスは、将来のデ

ジタルインフラの基盤となり、情報社会のさらなる発展を加速させることが期待されま

す。投資家や産業界は、この分野の進展に大きな関心を寄せています。

元記事: https://graphene-flagship.eu/events/2d-pl-ecoc-2026/

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://graphene-flagship.eu/events/2d-pl-ecoc-2026/


#16 CIOE 2026でナノインプリントリソグラフィがナノ

光学分野の製造限界を突破する技術として焦点

概要

2026年CIOEで開催される「ナノインプリント製造技術フォーラム」において、ナノイ

ンプリントリソグラフィ（NIL）が、高解像度、低コスト、高スループットを特徴とす

るナノ光学分野の画期的な製造技術として取り上げられます。NILは、メモリチップ、

AR/VR光導波路、先進パッケージングなどの特殊プロセスにおいて、従来の露光技術

の物理的限界を超える重要な手段として位置づけられています。この技術は、テンプ

レート技術、新規インプリント材料とプロセス、欠陥制御ソリューションに焦点を当

て、産業応用の新たな可能性を拓くことが期待されています。

公開日 2026年09月10日  CIOE (China International Optoelectronic Expo)  中国



詳細

主要成果

2026年9月10日に開催される「ナノインプリント製造技術フォーラム」では、ナノイン

プリントリソグラフィ（NIL）が高解像度、低コスト、高スループットを実現するナノ

光学分野の画期的な技術として、その先進性が詳細に議論されます。特に、メモリチッ

プ、AR/VR（拡張現実/仮想現実）光導波路、および先進パッケージングといった分野

での従来の露光技術が抱える物理的限界を打破する手段として、NILが重要な役割を果

たすことが強調されます。

技術詳細と応用

ナノインプリントリソグラフィは、微細なパターンを持つテンプレートを基板に押し付

けることで、ナノスケールの構造を転写する技術です。このプロセスは、フォトリソグ

ラフィのような複雑な多段階工程や高価な光源を必要とせず、簡素化されたプロセスで

高精度なパターン形成を可能にします。このフォーラムでは、以下の技術的側面が深く

掘り下げられます。

テンプレート技術の進化: NILの性能を左右するテンプレートの製造精度と耐久性の

向上に関する最新研究が発表されます。これにより、より複雑なナノ構造の量産が可

能になります。

新規インプリント材料とプロセス: 高い転写忠実度と生産性を実現するための、新し

いレジスト材料やインプリントプロセスの開発状況が共有されます。特に、欠陥率の

低減と製造コストの削減に寄与する技術が注目されています。

欠陥制御ソリューション: ナノスケールでの欠陥は製品の歩留まりに直結するため、

その検出、分析、および修正に関する革新的なアプローチが紹介されます。これによ

り、NILの産業適用性が飛躍的に向上します。



背景と業界文脈

近年、小型化・高性能化が進む電子デバイス市場において、ナノスケールのパターン形

成技術の重要性が増しています。従来のフォトリソグラフィは、その物理的限界に近づ

いており、特にコストとスループットの面で新たな課題に直面していました。NILは、

これらの課題に対する有効な解決策として、半導体製造だけでなく、マイクロ・ナノ光

学、バイオセンサー、医療デバイスなど、多岐にわたる分野での応用が期待されていま

す。特に、AR/VRデバイスの普及に伴い、軽量で高精細な光導波路の需要が高まってお

り、NILはその製造において不可欠な技術となりつつあります。

今後の展望

本フォーラムは、NIL技術の最新動向を共有し、産学連携を促進するプラットフォーム

としての役割を担います。参加者である研究者、エンジニア、投資家は、この技術が産

業応用にもたらす変革の可能性を深く理解し、新たなビジネスチャンスを探る機会を得

ることができます。NILの継続的な技術革新は、次世代の高性能デバイスの実現を加速

し、ナノテクノロジーが社会に与える影響をさらに拡大するでしょう。

元記事: https://conference.cioe.cn/en/2026namiyayin.html

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://conference.cioe.cn/en/2026namiyayin.html


#17 ZymosenseがNSF RuralSTAMINAから92,000

ドルの助成金を獲得し、フィターゼの商業化を加速

概要

Zymosense, Inc.は、NSF RuralSTAMINAバイオマニュファクチャリングエンジンを

通じて92,000ドルの商業化助成金を獲得しました。この資金は、同社の主要な酵素で

あるフィターゼの商業化プロセスをさらに加速させるために充てられます。今回の助

成金は、フィターゼの市場投入を支援し、バイオテクノロジー分野における

Zymosenseの地位を強化する上で重要な一歩となります。

公開日 2026年09月08日  PRWeb  アメリカ



詳細

主要成果

Zymosense, Inc.が、米国科学財団（NSF）のRuralSTAMINAバイオマニュファクチャ

リングエンジンプログラムから92,000ドルの商業化助成金を獲得したと発表しまし

た。この重要な資金援助は、同社が開発を進めるフィターゼ酵素の商業化戦略を加速す

るために直接使用されます。

技術・臨床詳細

フィターゼは、植物性飼料に含まれるフィチン酸を分解する酵素であり、家畜の栄養吸

収効率を向上させることで飼料コストの削減と環境負荷の低減に貢献します。具体的に

は、フィチン酸はリンを結合するため、単胃動物（豚や鶏など）ではリンの利用率が低

いという課題がありました。フィターゼを飼料に添加することで、このフィチン酸が分

解され、リンの利用効率が大幅に向上します。これにより、外部からのリン補給の必要

性が減り、排出されるリンの量も減少するため、畜産業における持続可能性を高めるこ

とができます。Zymosenseのフィターゼは、特にその安定性と活性において優れた特

性を持つとされ、広範な飼料配合への適用が期待されています。助成金は、製造プロセ

スの最適化、スケールアップ、および市場導入に必要な規制対応や流通チャネルの確立

に活用される見込みです。

背景・業界文脈

世界の畜産業界では、持続可能な生産とコスト削減が喫緊の課題となっています。飼料

添加物としてのフィターゼは、これらの課題を解決するための重要なツールとして広く

認識されており、その市場規模は年々拡大しています。NSF RuralSTAMINAプログラ

ムは、地域の経済発展を促進し、バイオマニュファクチャリング分野における革新的な

技術の商業化を支援することを目的としています。Zymosenseがこの助成金を獲得し

たことは、同社のフィターゼ技術がその潜在的な市場価値と技術的優位性を認められた

ことを意味します。特に、ナノテクノロジーは、酵素の安定性向上や効率的なデリバリ

ーシステムの開発に寄与し、フィターゼのようなバイオ製品の性能をさらに高める可能

性を秘めています。



今後の展望

今回の助成金により、Zymosenseはフィターゼの商業化を加速させ、グローバル市場

での競争力を強化する足がかりを得ました。フィターゼの幅広い畜産用途への展開は、

飼料業界に経済的メリットをもたらすだけでなく、環境面でも持続可能な畜産慣行を推

進する上で大きな影響を与えるでしょう。将来的には、より効率的でコスト効果の高い

フィターゼ製品の提供を通じて、世界の食糧安全保障と環境保全に貢献することが期待

されます。

元記事: https://www.prweb.com/releases/business-technology-latest-news/nanotechnology-

list/

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.prweb.com/releases/business-technology-latest-news/nanotechnology-list/
https://www.prweb.com/releases/business-technology-latest-news/nanotechnology-list/


#18 First GrapheneがASXへの証券上場申請と取締役

の利害関係変更を公表し、企業活動を更新

概要

First Graphene Limitedは、2026年9月8日付でASX株価および発表の更新を行い、

2026年9月7日付けで取締役の利害関係変更通知と証券上場申請（FGR）を公表しま

した。これらの情報は、同社の継続的な企業活動と、オーストラリア証券取引所

（ASX）の上場企業としての規制順守を示しています。投資家は、これらの発表を通

じて同社の透明性とガバナンスへの取り組みを評価することができます。

公開日 2026年09月08日  First Graphene (ASX Announcements)  オーストラリア



詳細

主要成果

First Graphene Limitedは、2026年9月8日のASX（オーストラリア証券取引所）に

おける株価更新と発表において、主要な企業活動に関する情報を開示しました。特に、

2026年9月7日付で取締役の利害関係変更通知と、FGR（証券上場申請）に関連する最

新情報が投資家向けに公表されたことが注目されます。

技術・臨床詳細

本記事は直接的な技術や臨床の詳細ではなく、企業のIR情報に焦点を当てています。し

かし、First Grapheneが先進材料であるグラフェンの製造・応用に取り組む企業であ

ることを考慮すると、これらの企業活動は将来の技術開発や製品 commercialization

に間接的に影響を与えます。取締役の利害関係変更は、経営陣のコミットメントや戦略

的な動きを示唆する可能性があり、また証券上場申請は、企業が資本市場からの資金調

達を通じて研究開発や生産能力拡張を計画していることを示唆する重要な指標となりま

す。

背景と業界文脈

グラフェン業界は、その革新的な特性により、エネルギー貯蔵、複合材料、電子機器な

ど多岐にわたる分野で大きな成長が期待されています。First Graphene Limitedは、高

品質なグラフェン製品「PureGRAPH®」の製造に特化しており、その商業化に積極的

に取り組んでいます。このような新興技術分野の企業にとって、適切な資金調達と透明

性の高い企業ガバナンスは、持続的な成長を達成するために不可欠です。ASXへの継続

的な情報開示は、投資家が企業の健全性と成長戦略を評価する上で重要な要素となりま

す。

今後の展望

今回の発表は、First Grapheneが透明性を維持し、投資家への情報提供を適切に行っ

ていることを示しています。これらの企業活動の更新は、同社がグラフェン市場でのリ

ーダーシップを確立し、将来の成長機会を捉えるための強固な基盤を築いていることを

示唆しています。投資家や市場関係者は、今後の技術開発の進捗や商業化のマイルスト

ーン達成に向けた同社の動向に引き続き注目するでしょう。



元記事: https://firstgraphene.net/investors/share-price-asx-announcements/

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://firstgraphene.net/investors/share-price-asx-announcements/


#19 imecがNbTiNベースの30nmインターコネクト超

伝導回路で世界初の3.8百万接合/cm²密度を達成し次世

代HPC/AIへ道を拓く

概要

imecは2026年応用超伝導会議（ASC）において、世界初となるNbTiNベースのジョ

セフソン接合回路と30nm超伝導配線からなる3層金属レベル（3ML）回路を発表し

ました。この成果により、3.8百万接合/cm²という画期的な回路設計密度を達成し、

従来技術と比較して大幅な進歩を示しています。この技術は、次世代のHPC（高性能

コンピューティング）およびAI（人工知能）アプリケーション向けの、よりスケーラ

ブルで高性能な超伝導技術プラットフォームの基盤を築きます。

公開日 2026年09月07日  imec  ベルギー



詳細

主要成果

imecは、2026年応用超伝導会議（ASC）にて、ナノテクノロジー分野における画期的

な進歩として、ニオブチタン窒化物（NbTiN）ベースのジョセフソン接合回路と30nm

（ナノメートル）超伝導配線を組み合わせた、世界初の3層金属レベル（3ML）回路を

発表しました。この革新的なアプローチにより、既存の超伝導回路技術と比較して圧倒

的に高い、3.8百万接合/cm²という回路設計密度を達成しました。この成果は、今後の

HPC（高性能コンピューティング）やAI（人工知能）アプリケーションにおいて、スケ

ーラブルな超伝導技術の実現に向けた重要なマイルストーンとなります。

技術詳細と応用

このブレークスルーは、超伝導コンピューティングの実現可能性を飛躍的に高めるもの

です。ジョセフソン接合は、超伝導体と超伝導体の間に非超伝導体の薄い層を挟んだ構

造で、極めて高速なスイッチングと超低電力消費を可能にします。NbTiNは、従来の超

伝導材料に比べて高い臨界温度と優れた製造適合性を持ち、特にCMOSプロセスとの統

合においてその利点が際立ちます。30nmという微細な配線幅は、回路の集積度を飛躍

的に向上させ、より複雑なアーキテクチャの構築を可能にします。今回発表された3層

金属レベル（3ML）の構造は、回路設計の自由度を大幅に広げ、チップ上のデータ転送

速度と計算能力を最大化します。

回路設計密度: 3.8百万接合/cm²という密度は、これまでの超伝導回路が達成してき

た水準を大きく上回り、大量のジョセフソン接合をコンパクトな領域に集積できるこ

とを示します。

30nmインターコネクト: 極めて微細な配線技術は、信号伝達遅延を最小限に抑え、

超伝導プロセッサの動作周波数を向上させる上で不可欠です。

NbTiN材料の採用: NbTiNは、低温環境下での安定性と、半導体製造プロセスとの

互換性を提供し、スケーラブルな製造への道を開きます。

この技術は、量子コンピューティングの制御回路、超高速データセンター、そしてエネ

ルギー効率の高いAIアクセラレータなど、極限性能が求められる分野での応用が期待さ

れます。



背景と業界文脈

現在のシリコンベースのコンピューティング技術は、ムーアの法則の限界に直面し、電

力消費と発熱が大きな課題となっています。超伝導コンピューティングは、この課題を

克服する次世代技術として注目されており、電力損失がほぼゼロであるため、大幅なエ

ネルギー効率の改善が期待できます。imecは、ナノエレクトロニクス研究の世界的リー

ダーとして、超伝導技術のスケーラビリティと実用化に向けた研究を積極的に推進して

きました。今回の成果は、超伝導回路の集積度を高めることで、実用的な超伝導プロセ

ッサの実現に向けた重要なボトルネックを解消するものです。

今後の展望

imecの今回の発表は、超伝導コンピューティング技術の実用化を大きく前進させるも

のです。3.8百万接合/cm²という高密度と30nm配線技術は、高性能な超伝導量子ビッ

ト制御チップや、テラフロップス級の超伝導論理回路の実現に不可欠な基盤を提供しま

す。これにより、次世代のHPCシステムやAI処理ユニットにおいて、従来の半導体技術

では達成不可能なレベルの性能とエネルギー効率を実現する可能性が開かれます。今後

は、さらなる集積度向上と製造プロセスの洗練、そして他のデバイス技術との統合が焦

点となり、超伝導コンピューティングがデータセンターや研究機関で広く採用される未

来が現実味を帯びてくるでしょう。

元記事: https://www.imec-int.com/en/press/imec-advances-scalable-superconducting-

technology-world-first-nbtin-circuits-and-30nm

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.imec-int.com/en/press/imec-advances-scalable-superconducting-technology-world-first-nbtin-circuits-and-30nm
https://www.imec-int.com/en/press/imec-advances-scalable-superconducting-technology-world-first-nbtin-circuits-and-30nm


#20 新開発のアラミドナノファイバーエアロゲルが超低

熱伝導率25.17 mW m⁻¹ K⁻¹と-196℃〜400℃の耐熱性

を両立し、極限環境断熱材市場を革新

概要

イオン閉じ込め氷テンプレート法により、超低熱伝導率（25.17 mW m⁻¹ K⁻¹）を持つ
先進アラミドナノファイバーエアロゲル（SNエアロゲル）が開発されました。この新

素材は、-196℃から400℃という極限温度範囲で80%の圧縮ひずみ耐性を持ち、優れ

た機械的弾性、耐火性、リサイクル性も兼ね備えています。SNエアロゲルは、宇宙航

空、深海探査、産業用高温炉など、従来の材料では対応が困難だった過酷な環境下で

の高効率断熱材料としての応用を可能にし、市場を革新する可能性を秘めています。

公開日 2026年09月10日  Materials Horizons | The Royal Society of Chemistry  イギリ

ス



詳細

主要成果

「イオン閉じ込め氷テンプレート」という革新的な製造法を用いることで、超高多孔

性、超高比表面積、そして特に注目すべき超低熱伝導率（25.17 mW m⁻¹ K⁻¹）を特徴
とする先進アラミドナノファイバーエアロゲル（SNエアロゲル）が開発されました。こ

の画期的な材料は、-196℃から400℃という極めて広い温度範囲において、80%もの

圧縮ひずみに耐える優れた機械的弾性を示し、さらに優れた耐火性とリサイクル性を兼

ね備えています。この成果は、過酷な環境下での高効率な断熱材料の設計と応用に新た

な道を拓くものです。

技術詳細と応用

SNエアロゲルの開発は、従来のエアロゲルが抱えていた機械的脆弱性や、製造の複雑さ

といった課題を克服するものです。イオン閉じ込め氷テンプレート法は、アラミドナノ

ファイバーの均一な分散と、緻密かつ階層的な多孔質構造の形成を可能にします。この

独特の微細構造が、SNエアロゲルの並外れた断熱性能と機械的特性の鍵となります。

超低熱伝導率: 25.17 mW m⁻¹ K⁻¹という値は、多くの市販の高性能断熱材を凌駕

し、熱損失を極限まで抑えることができます。これは、エネルギー効率の向上に直結

します。

広範な温度安定性: -196℃（液体窒素温度）から400℃までの耐熱性は、航空宇宙分

野の極低温推進システムや、産業用高温炉、原子力施設など、極端な温度条件下での

使用を可能にします。

優れた機械的弾性: 80%の圧縮ひずみ後も形状を保持できる能力は、衝撃や振動に対

する耐性が必要なアプリケーションでの利用を可能にし、従来の脆いエアロゲルの欠

点を克服します。

耐火性とリサイクル性: 安全性基準が厳しい用途において重要な耐火性と、環境負荷

を低減するリサイクル性は、SNエアロゲルの実用性を高めます。

これらの特性により、SNエアロゲルは、宇宙船の断熱材、深海探査船の熱バリア、次世

代航空機の軽量構造、産業設備の省エネルギー化など、多岐にわたる先進的な応用が期

待されています。



背景と業界文脈

高性能断熱材料は、エネルギー効率の向上、安全性確保、そして新たな技術開発におい

て不可欠です。特に、極限環境下で機能する材料への需要は、宇宙探査、再生可能エネ

ルギー貯蔵、高性能バッテリー、次世代輸送機器などの分野で急速に高まっています。

従来の断熱材は、高温または低温のいずれかの環境に特化しているか、あるいは機械的

特性や耐火性に課題を抱えていることが多く、幅広い過酷な条件に対応できる単一の材

料は稀でした。今回のSNエアロゲルの開発は、こうした未解決のニーズに応えるもので

あり、ナノテクノロジーが材料科学にもたらす革新の好例と言えます。

今後の展望

SNエアロゲルの開発は、断熱材料の性能基準を再定義する可能性を秘めています。そ

の多機能性により、設計者はこれまでの制約に縛られず、より安全でエネルギー効率の

高いシステムを開発できるようになります。市場への導入には、生産のスケーラビリテ

ィとコスト効率のさらなる最適化が必要ですが、その独自の特性セットは、従来の材料

では達成できなかったニッチな、しかし重要なアプリケーションでの採用を加速させる

でしょう。これは、ナノマテリアルがエネルギー管理と極限環境工学の未来を形作る上

で果たす役割を明確に示すものです。

元記事: https://pubs.rsc.org/mh/article/doi/10.1039/d6mh01344a/1300145/Ion-confined-

ice-template-driven-advanced-aramid

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.rsc.org/mh/article/doi/10.1039/d6mh01344a/1300145/Ion-confined-ice-template-driven-advanced-aramid
https://pubs.rsc.org/mh/article/doi/10.1039/d6mh01344a/1300145/Ion-confined-ice-template-driven-advanced-aramid


#21 Allegroのナノテクノロジー治療薬Hydrocelinが変

形性膝関節症の臨床試験で6ヶ月間の痛みと機能の統計的

有意な改善を達成

概要

Allegro NVは、変形性膝関節症（膝OA）向けのナノテクノロジー治療薬Hydrocelin

の進行中の臨床試験において、投与後6ヶ月間にわたる痛みと機能の統計的に有意な改

善を達成したと発表しました。このナノテクノロジーベースの単回注射は、良好な安全

性プロファイルを示しつつ、関節の衝撃吸収特性を回復させるよう設計されており、

変形性膝関節症患者にとっての新たな治療選択肢となる可能性を秘めています。この

成果は、患者のQOL向上と疾患の進行抑制に大きく寄与することが期待されます。

公開日 2026年09月09日  GlobeNewswire  不明



詳細

主要成果

Allegro NVは、変形性膝関節症（膝OA）の治療を目指すナノテクノロジーベースの薬

剤、Hydrocelinの臨床試験において、単回投与から6ヶ月間にわたり、患者の痛みと機

能の両方で統計的に有意な改善が認められたことを発表しました。この成果は、非侵襲

的で長期的な効果が期待される新たな治療法として、変形性膝関節症の治療パラダイム

を大きく変える可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

Hydrocelinは、ナノテクノロジーを応用して開発された注射可能な薬剤であり、関節軟

骨の損傷や変性によって引き起こされる変形性膝関節症の病態に直接作用するように設

計されています。この薬剤は、注射後に関節内の滑液環境を改善し、損傷した軟骨組織

の衝撃吸収特性を回復させることを目的としています。臨床試験では、痛みスコアの低

下と身体機能の向上が主要評価項目として評価されました。結果として、統計的に有意

な改善が6ヶ月間にわたって持続的に観察され、このことは患者の日常生活の質の向上

に直結します。また、安全性プロファイルも良好であり、重篤な副作用は報告されてい

ません。従来の治療法が、一時的な症状緩和や侵襲的な手術に限られることが多い中

で、Hydrocelinは単回投与で長期間にわたる効果を示すことから、患者負担の軽減と治

療の持続性において大きな優位性を持つと考えられます。特に、ナノ粒子技術を用いる

ことで、薬剤の関節内での保持時間を延ばし、より効果的に作用させるメカニズムが期

待されています。

背景・業界文脈

変形性膝関節症は、高齢化社会において罹患率が高く、多くの患者が慢性的な痛みと機

能障害に苦しんでいます。世界中で効果的な治療法の開発が急務とされており、特に侵

襲性の低い、長期的な効果が期待できる治療選択肢が求められています。ヒアルロン酸

注射やステロイド注射といった既存の非外科的治療は、効果が一時的であるか、特定の

副作用リスクを伴う場合があります。Hydrocelinのようなナノテクノロジーを活用した

薬剤は、これらの課題に対応し、疾患の根本的なメカニズムにアプローチすることで、

より持続的な治療効果を提供する可能性を秘めています。Allegro NVのこの成果は、ナ

ノメディシン分野における変形性膝関節症治療の新たなフロンティアを開拓するもので

あり、今後の市場展開に大きな期待が寄せられています。



今後の展望

Hydrocelinの臨床試験におけるポジティブな結果は、変形性膝関節症の治療市場におい

てAllegro NVの存在感を高めるでしょう。今後、さらなる大規模な臨床試験や規制当

局への承認申請が進められることが予想されます。もしHydrocelinが承認されれば、何

百万人もの変形性膝関節症患者にとって、QOLを著しく向上させる画期的な治療薬とな

る可能性があります。ナノテクノロジーの進歩が、従来の治療法では困難だった疾患の

管理に新たな希望をもたらす典型例として、医療業界からの注目がますます高まること

は間違いありません。

元記事: https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-

redirect/AUZIYQGiqwmX_fFJESJmdW6__ZCsA61w1OlpIWksuZemSakJtsBTE3GNwjGf0YhN3QpWX

DT8LW50DiJpRNwJUyOMI2bP5pG3LW3yZJNFsEqVzhMpP5D0HQI6-Hp5-

kMVK8NOBOtBqSQx0ruurtlpZnxq2pcGymEZEhseh0c90=

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#22 Mayo ClinicとNaNotics、NaNotsナノ粒子によ

るトリプルネガティブ乳がんの抗腫瘍免疫回復と腫瘍増殖

大幅遅延を実証

概要

Mayo ClinicとNaNotics LLCによる査読済み研究が、がん免疫療法における画期的な

ナノテクノロジーアプローチ「NaNots」を実証しました。NaNotsは、腫瘍が免疫抑

制を誘発し増殖を可能にする可溶性タンパク質を選択的に除去するよう設計された吸

着性ナノ粒子です。トリプルネガティブ乳がんのマウスモデルにおいて、NaNotsが抗

腫瘍免疫反応を回復させ、腫瘍増殖を大幅に遅延させることに成功しました。この発

見は、難治性がんに対する新たな治療戦略として、臨床応用への大きな期待を抱かせ

ます。

公開日 2026年09月09日  Business Wire  アメリカ



詳細

主要成果

Mayo ClinicとNaNotics LLCが共同で行った査読済みの最新研究において、がん免疫

療法における革新的なナノテクノロジーアプローチ「NaNots」が、トリプルネガティブ

乳がんのマウスモデルにおいて顕著な抗腫瘍効果を発揮することが実証されました。こ

のNaNotsと呼ばれる特殊な吸着性ナノ粒子は、腫瘍が免疫反応を抑制し、増殖を許容

するために分泌する可溶性タンパク質を、選択的に血中から枯渇させます。その結果、

抗腫瘍免疫が回復し、腫瘍の増殖が大幅に遅延することが明らかになりました。

技術・臨床詳細

NaNotsは、ナノテクノロジーを駆使して設計された、生体適合性のある吸着性ナノ粒

子です。そのユニークな作用機序は、免疫チェックポイント阻害剤とは異なり、体内の

免疫抑制性可溶性タンパク質を物理的に除去することにあります。具体的には、腫瘍細

胞はPD-L1などの可溶性因子を分泌し、これがT細胞などの免疫細胞の活性を抑制する

ことで、免疫系から逃避し増殖します。NaNotsは、これらの可溶性免疫抑制性タンパ

ク質を「スポンジ」のように吸着・除去することで、腫瘍微小環境における免疫抑制を

解除します。本研究では、特に治療が困難ながん種であるトリプルネガティブ乳がん

（TNBC）のマウスモデルで評価が行われました。結果として、NaNots投与群では、

腫瘍の成長が対照群と比較して大幅に抑制され、免疫細胞（T細胞など）の腫瘍浸潤と

活性化が確認されました。これは、免疫系が再びがん細胞を認識し、攻撃できるように

なることを示唆しています。既存の免疫療法が奏効しにくい患者群にとっても、新たな

治療オプションとなる可能性が示されています。



背景と業界文脈

がん免疫療法は、近年のがん治療に革命をもたらしましたが、依然として一部の患者や

特定のがん種では効果が限定的であるという課題が残されています。特にトリプルネガ

ティブ乳がんは、治療選択肢が限られ、予後が不良であることが知られています。現在

の免疫チェックポイント阻害剤は、免疫細胞とがん細胞間の特定のシグナル経路をブロ

ックすることで効果を発揮しますが、腫瘍微小環境に存在する多様な免疫抑制性因子全

てに対処できるわけではありません。NaNotsは、これらの因子を物理的に除去すると

いう、全く異なるアプローチを提供します。この「スポンジ療法」とも呼ばれる手法

は、既存の免疫療法との併用や、免疫応答が十分に引き出せない患者に対する単独療法

としても有望視されています。この研究は、ナノテクノロジーが、複雑ながんの生物学

に介入し、治療困難ながんに対する新たな希望をもたらす可能性を示すものです。

今後の展望

今回の前臨床データは、NaNotsが薬剤耐性や免疫抑制のあるがんに効果的な治療法を

提供する可能性を強く示唆しています。今後の研究は、ヒト臨床試験への移行に向けた

安全性と有効性のさらなる検証に焦点を当てるでしょう。もしこの技術が臨床で成功す

れば、トリプルネガティブ乳がんを含む多くのがん種において、治療成績を劇的に改善

する画期的な治療薬となる可能性があります。NaNotics LLCは、このナノテクノロジ

ーベースのアプローチを迅速に開発し、難治性がんで苦しむ患者に新たな希望をもたら

すことが期待されます。これは、個別化医療とナノメディシンの融合が、がん治療の未

来をどのように形作るかを示す重要な事例となるでしょう。

元記事: https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQHsS-

kbnPctzkSOYERzVq9pfprpU7zZsCJ2rJMhup5rEdS_vFA-rZb7cAyoRuBs6DI-

Q1hGdRJznmaDh-

bLxJC_KSNr6JK3RPAWqeXsK971QRSQ1x6ZfDUkyo8ghr5UscjzdJ1RNh__apZIoIdglbnAj8BU0-

W6QzaSGwK_IW3nE9nF6a3Or2zFW4OiEj5gwWzPbNHRubSPnHGxU5x9NzoDmaT5Ldr4lKTuE4MYO

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQHsS-kbnPctzkSOYERzVq9pfprpU7zZsCJ2rJMhup5rEdS_vFA-rZb7cAyoRuBs6DI-Q1hGdRJznmaDh-bLxJC_KSNr6JK3RPAWqeXsK971QRSQ1x6ZfDUkyo8ghr5UscjzdJ1RNh__apZIoIdglbnAj8BU0-W6QzaSGwK_IW3nE9nF6a3Or2zFW4OiEj5gwWzPbNHRubSPnHGxU5x9NzoDmaT5Ldr4lKTuE4MYOR6KQA_V
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQHsS-kbnPctzkSOYERzVq9pfprpU7zZsCJ2rJMhup5rEdS_vFA-rZb7cAyoRuBs6DI-Q1hGdRJznmaDh-bLxJC_KSNr6JK3RPAWqeXsK971QRSQ1x6ZfDUkyo8ghr5UscjzdJ1RNh__apZIoIdglbnAj8BU0-W6QzaSGwK_IW3nE9nF6a3Or2zFW4OiEj5gwWzPbNHRubSPnHGxU5x9NzoDmaT5Ldr4lKTuE4MYOR6KQA_V
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQHsS-kbnPctzkSOYERzVq9pfprpU7zZsCJ2rJMhup5rEdS_vFA-rZb7cAyoRuBs6DI-Q1hGdRJznmaDh-bLxJC_KSNr6JK3RPAWqeXsK971QRSQ1x6ZfDUkyo8ghr5UscjzdJ1RNh__apZIoIdglbnAj8BU0-W6QzaSGwK_IW3nE9nF6a3Or2zFW4OiEj5gwWzPbNHRubSPnHGxU5x9NzoDmaT5Ldr4lKTuE4MYOR6KQA_V
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQHsS-kbnPctzkSOYERzVq9pfprpU7zZsCJ2rJMhup5rEdS_vFA-rZb7cAyoRuBs6DI-Q1hGdRJznmaDh-bLxJC_KSNr6JK3RPAWqeXsK971QRSQ1x6ZfDUkyo8ghr5UscjzdJ1RNh__apZIoIdglbnAj8BU0-W6QzaSGwK_IW3nE9nF6a3Or2zFW4OiEj5gwWzPbNHRubSPnHGxU5x9NzoDmaT5Ldr4lKTuE4MYOR6KQA_V
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#23 imec、High NA EUVリソグラフィ向け22nmピッ

チの化学増幅レジスト拡張を発表、次世代マイクロチップ

製造を加速

概要

imecは、High NA EUVリソグラフィにおける化学増幅レジストの拡張を発表しまし

た。これは、22nmピッチのライン構造をシングルパターニングで実現するための重

要な進歩であり、より小型で高速、かつ低コストで持続可能なマイクロチップの製造

を可能にします。この技術革新は、ナノエレクトロニクスR&Dが次世代半導体技術の

発展において中核的な役割を果たすことを改めて強調するものです。

公開日 2026年09月08日  imec  ベルギー



詳細

主要成果

imecは、ナノエレクトロニクス研究における新たなブレークスルーとして、High NA

EUV（高開口数極端紫外線）リソグラフィ向けの化学増幅レジストの性能拡張を発表し

ました。この技術は、22nm（ナノメートル）ピッチのライン構造をシングルパターニ

ングで形成することを可能にし、これまでの製造限界を大きく押し広げます。この進歩

は、より小型化され、高速で、手頃な価格で、かつ持続可能な次世代マイクロチップの

実現に向けた重要な一歩となります。

技術詳細と応用

EUVリソグラフィは、現在の半導体製造において最先端の技術であり、特にHigh NA

EUVは、従来のEUVシステムよりも高い解像度を提供します。しかし、微細化の進展に

は、それに適合するレジスト材料の開発が不可欠です。化学増幅レジスト（CAR）は、

露光後の化学反応を利用して感度と解像度を高める技術ですが、High NA EUVの厳し

い要求に応えるためには、さらなる性能向上が求められていました。imecが発表した

この拡張技術は、22nmという極めて微細なライン・アンド・スペース（L/S）パター

ンをシングル露光で安定して形成できることを意味します。

22nmピッチの実現: これは、High NA EUVリソグラフィのポテンシャルを最大限

に引き出し、次世代のDRAMやNANDフラッシュメモリ、高性能ロジックチップな

どの製造において、より高い集積度と性能向上を可能にします。

シングルパターニング: マルチパターニングプロセスに比べて工程が簡素化され、製

造コストの削減とスループットの向上に貢献します。また、欠陥率の低減にも寄与し

ます。

持続可能性の向上: 製造工程の効率化は、エネルギー消費や材料使用量の削減にも繋

がり、半導体産業の環境負荷低減に貢献します。

この技術は、スマートフォン、データセンターのサーバー、AIプロセッサなど、あらゆ

る電子デバイスの性能向上に直接的な影響を与えるでしょう。



背景と業界文脈

半導体業界は、常に微細化と高性能化の競争の中にあります。ムーアの法則の継続的な

適用には、リソグラフィ技術の革新が不可欠です。High NA EUVリソグラフィは、イ

ンテル、TSMC、サムスンといった主要半導体メーカーが次世代プロセスノードで採用

を計画している中核技術であり、その実用化にはレジスト材料の性能がボトルネックと

なっていました。imecは、業界の主要企業と連携し、この重要な課題の解決に取り組

んできました。今回の成果は、研究機関が半導体エコシステムにおいて、基礎研究から

応用開発までを繋ぐハブとして機能する重要性を示しています。

今後の展望

imecの今回の発表は、High NA EUVリソグラフィ技術の成熟を加速させ、半導体業界

のロードマップにおいて重要な意味を持ちます。22nmピッチでのシングルパターニン

グの実現は、今後予定される1.8nmや1.4nmといった極限プロセスノードへの道筋を明

確にするものです。この技術が量産に適用されれば、消費者向け電子機器からエンター

プライズシステムまで、広範な分野で性能向上とコスト効率の改善が実現されるでしょ

う。ナノエレクトロニクス研究は、情報社会の基盤を支えるマイクロチップの進化にお

いて、引き続き中心的な役割を担っていくことが期待されます。

元記事: https://www.imec-int.com/en

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.imec-int.com/en


#24 セリウムドープ生体活性ガラスナノファイバーが

Treg介在免疫調節を強化し、骨再生を効果的に促進

概要

新開発のセリウムドープ綿状生体活性ガラスナノファイバー（Ce-BGF）が、骨損傷後

の免疫環境を改善し、制御性T細胞（Treg）を介した骨免疫調節を通じて骨再生を促

進することが示されました。このナノファイバーは、従来の生体活性ガラスナノファイ

バーよりもT細胞適合性を高め、Treg誘導を効率的に維持し、カルシウム豊富な条件

下での活性酸素種（ROS）蓄積を低減します。この発見は、複雑な骨疾患や損傷に対

する、より効果的で生体適合性の高い治療法の開発に新たな道を開きます。

公開日 2026年09月07日  Regenerative Biomaterials | Oxford Academic  不明



詳細

主要成果

最新の研究により、セリウムドープ綿状生体活性ガラスナノファイバー（Ce-BGF）

が、骨損傷後の免疫微小環境を効果的に調節し、制御性T細胞（Treg）を介した骨免疫

調節を通じて、骨再生を促進する能力を持つことが明らかになりました。この革新的な

ナノファイバーは、従来の生体活性ガラスナノファイバーと比較して、T細胞との優れた

適合性を示し、Treg細胞の誘導を効率的に維持しながら、カルシウムが豊富な条件下で

起こりうる活性酸素種（ROS）の蓄積を有意に低減します。これは、骨再生医療におけ

る大きなブレークスルーを意味します。

技術・臨床詳細

骨組織の再生は、細胞、成長因子、そして細胞外マトリックスの複雑な相互作用によっ

て調整されるプロセスであり、免疫系の関与が重要です。炎症反応の適切な制御は、骨

再生を成功させる上で不可欠ですが、過度な炎症は再生を阻害します。Treg細胞は、免

疫反応を抑制し、組織の恒常性を維持する上で中心的な役割を果たすT細胞のサブセッ

トです。Ce-BGFは、その組成とナノスケールの構造によって、Treg細胞の分化と機能

を促進する特定の微小環境を作り出すと考えられています。セリウム（Ce）の導入は、

その抗酸化特性により、骨損傷部位で発生しがちなROSによる細胞損傷を軽減し、より

健康的な細胞環境を維持します。これにより、T細胞の生存率が向上し、Tregの誘導が

強化されます。

Treg関連骨免疫調節: Ce-BGFは、Treg細胞の活性化と維持を促進し、骨損傷部位

の免疫環境を穏やかに保ち、過剰な炎症を抑制することで、骨芽細胞の分化と骨形成

を支援します。

T細胞適合性の向上: 従来の材料と比較して、T細胞との相互作用が最適化され、細胞

の生存と機能が向上します。

ROS蓄積の低減: セリウムの抗酸化作用により、カルシウムが豊富な微小環境で発生

する可能性のあるROSを効果的に除去し、細胞の酸化ストレスを軽減します。

綿状ナノファイバー構造: この独特な形態は、高い比表面積を提供し、細胞の接着、

増殖、分化を促進するとともに、栄養素や成長因子の拡散を助けます。

この技術は、骨折治療、骨欠損の修復、および骨粗鬆症やインプラント周囲炎などの免

疫関連骨疾患の治療に新たな道を開くものです。



背景と業界文脈

骨再生医療は、世界中で高齢化が進む中で、大きな医療ニーズに対応する重要な分野で

す。しかし、既存の骨移植材料や再生技術には、拒絶反応、感染リスク、限られた再生

能力といった課題があります。特に、免疫系と骨組織の複雑な相互作用を効果的に制御

できる材料の開発は、長年の課題でした。今回の研究は、免疫系を標的とする新しい戦

略を導入することで、これらの課題を克服しようとするものです。ナノ材料は、その高

い表面積対体積比と生体分子との相互作用能力により、生体組織工学や再生医療におい

て大きな可能性を秘めており、Ce-BGFはその有望な例と言えます。

今後の展望

Ce-BGFは、骨損傷および免疫関連骨疾患に対する、より効果的で生体適合性の高い治

療法の開発を加速させる可能性を秘めています。今後、さらなる前臨床試験およびヒト

臨床試験を通じて、その安全性と有効性の詳細な評価が不可欠です。成功すれば、この

ナノファイバーは、骨再生医療の新たな標準となり、何百万人もの患者の生活の質を向

上させることが期待されます。この研究は、免疫調節と再生医療におけるナノテクノロ

ジーの深い融合が、いかに未来の治療法を形作るかを示すものです。

元記事: https://academic.oup.com/rb/advance-article/doi/10.1093/rb/rbag201/8787406

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://academic.oup.com/rb/advance-article/doi/10.1093/rb/rbag201/8787406


#25 新開発二層コラーゲンナノファイバー神経ラップが

イヌ末梢神経損傷モデルで軸索再生とミエリン形成を促進

し、市販品と同等以上の性能を示す

概要

イヌの末梢神経修復モデルを用いた前臨床研究で、新開発の二層コラーゲンナノファ

イバー神経ラップが、組織化された神経組織リモデリング、軸索再生、シュワン細胞関

連リモデリング、および再生プロセス全体での進行性ミエリン形成を促進することが

実証されました。このナノファイバーラップは、市販されているスポンジ状神経ラップ

と比較して同等かそれ以上の神経再生性能を示し、神経損傷治療における有望な選択

肢となる可能性を秘めています。この成果は、末梢神経損傷の治療に新たな希望をも

たらすものです。

公開日 2026年09月07日  Regenerative Biomaterials | Oxford Academic  不明



詳細

主要成果

イヌの末梢神経損傷モデルを用いた前臨床評価において、新開発された二層コラーゲン

ナノファイバー神経ラップが、損傷した神経組織の修復において顕著な効果を示すこと

が実証されました。この革新的な神経ラップは、組織化された神経組織のリモデリン

グ、軸索の効率的な再生、シュワン細胞によるリモデリングの促進、そして再生プロセ

ス全体を通じた進行性のミエリン形成を促進する能力を持つことが確認されました。注

目すべきは、このナノファイバーラップが、現在市販されているスポンジ状神経ラップ

と比較して、同等かそれ以上の優れた神経再生性能を発揮した点です。

技術詳細と応用

末梢神経の損傷は、機能障害や慢性疼痛を引き起こし、患者の生活の質を著しく低下さ

せます。神経の修復は複雑なプロセスであり、適切な足場材料と微小環境の提供が不可

欠です。この二層コラーゲンナノファイバー神経ラップは、生体適合性の高いコラーゲ

ンを基盤とし、ナノファイバー構造によって神経再生に最適な環境を作り出します。ナ

ノファイバーの微細な構造は、天然の細胞外マトリックスを模倣し、軸索の伸長方向を

ガイドするとともに、シュワン細胞などの神経再生に関わる細胞の接着、増殖、分化を

促進します。二層構造は、神経再生に必要な機械的強度と柔軟性を両立させ、さらに内

層と外層で異なる生体活性物質の放出を制御する可能性も秘めています。

組織化された神経組織リモデリング: ラップが神経の自然な構造的再編成を促進し、

機能的な回復を支援します。

効率的な軸索再生: ナノファイバーの足場が、軸索が適切な経路で伸びるための物理

的ガイドを提供します。

シュワン細胞関連リモデリングの促進: シュワン細胞はミエリン鞘形成に不可欠であ

り、その活動を支援することで神経信号伝達の回復を助けます。

進行性ミエリン形成: 再生された軸索を絶縁するミエリン鞘の形成は、神経伝導速度

の正常化に極めて重要です。

この技術は、神経断裂、圧迫損傷、神経腫瘍切除後の修復など、様々な末梢神経損傷の

外科的治療において、既存のゴールドスタンダードである自家神経移植の代替または補

完として機能する可能性を秘めています。自家神経移植はドナー部位の morbidities を

伴うため、代替材料への需要は高いです。



背景と業界文脈

末梢神経損傷は、世界中で年間数百万人に影響を与え、重度の機能損失やQOLの低下を

引き起こす一般的な外傷です。現在の治療法には、神経縫合、神経移植（自家神経移植

や同種神経移植）、および人工神経導管の使用が含まれます。しかし、自家神経移植は

ドナー部位の合併症や供給源の限界という課題があり、人工神経導管も大きなギャップ

の修復や複雑な損傷への対応には限界があります。このため、より効果的で安全、かつ

スケーラブルな神経再生材料の開発が長年求められてきました。コラーゲンナノファイ

バー技術は、生体適合性と生分解性、そしてナノスケールの構造制御の可能性から、こ

の分野で特に注目されています。

今後の展望

この二層コラーゲンナノファイバー神経ラップは、末梢神経損傷の治療に革命をもたら

す大きな可能性を秘めています。イヌモデルでの成功は、ヒトへの臨床応用に向けた強

力なエビデンスとなります。今後の臨床開発では、長期的な機能回復、感覚および運動

機能の改善、安全性プロファイルのさらなる確認が焦点となるでしょう。このナノテク

ノロジーベースのデバイスが承認されれば、神経外科医に新しい強力なツールを提供

し、末梢神経損傷患者の機能回復と生活の質の向上に大きく貢献することが期待されま

す。

元記事: https://academic.oup.com/rb/advance-article/doi/10.1093/rb/rbag193/8787410

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://academic.oup.com/rb/advance-article/doi/10.1093/rb/rbag193/8787410


#26 機械学習力場がCdSe量子ドット上のカルボン酸リ

ガンド結合を原子レベルで解明、ディスプレイ・太陽電

池・バイオイメージングの性能向上へ

概要

機械学習力場を用いた画期的な研究により、CdSe（セレン化カドミウム）量子ドット

表面におけるカルボン酸リガンドの結合メカニズムが原子レベルで詳細に解明されま

した。この発見は、ナノ結晶の光学的および電子的な性能を決定する主要因をより明

確にし、量子ドットが不可欠な役割を果たすテレビディスプレイ、太陽電池、バイオ

メディカルイメージング剤といった現代のナノテクノロジー製品の性能制御に新たな知

見を提供します。これにより、これらのデバイスの効率と安定性が飛躍的に向上する

可能性を秘めています。

公開日 2026年09月05日  Scienmag  不明



詳細

主要成果

最新の研究において、機械学習力場（Machine Learning Force Fields）という高度な

計算手法が導入され、CdSe（セレン化カドミウム）量子ドットの表面におけるカルボ

ン酸リガンドの結合様式が原子レベルで詳細に明らかにされました。この画期的な知見

は、ナノ結晶の基本的な光学的および電子特性を決定する重要な要因を解明し、テレビ

ディスプレイ、太陽電池、バイオメディカルイメージング剤など、量子ドットが中心的

な役割を果たす広範なナノテクノロジー応用における性能を精密に制御するための新し

い道筋を示すものです。

技術詳細と応用

量子ドットは、そのサイズに依存する光学的特性から、「人工原子」とも呼ばれるナノ

スケールの半導体結晶です。ディスプレイ技術では鮮やかな色彩を、太陽電池では高い

変換効率を、そしてバイオメディカル分野では高感度のイメージングを可能にします。

これらの応用における量子ドットの性能は、その表面に結合するリガンド分子の種類と

結合状態に大きく左右されます。特にカルボン酸リガンドは、CdSe量子ドットの表面

不動態化と安定化に広く用いられていますが、その結合メカニズムは複雑で完全には理

解されていませんでした。

研究チームは、大規模な原子シミュレーションを実行するために機械学習力場を活用し

ました。従来の古典力場や第一原理計算では困難だった、大規模な系での長時間の分子

動力学シミュレーションが可能になり、リガンドが量子ドット表面にどのように吸着

し、どのような配置で安定するか、そしてその結合が量子ドットの電子状態にどのよう

に影響するかを解明しました。

原子レベルでの結合様式解明: リガンドが量子ドット表面の特定の原子サイトに結合

し、その結合角や距離が量子ドットの電子構造に影響を与えることが示されました。

性能制御への応用: これらの詳細な知見を基に、量子ドットの合成プロセスにおいて

リガンドの種類や量を最適化することで、特定の光学的・電子特性を持つ量子ドット

を設計・製造する指針が得られます。

デバイス効率と安定性の向上: リガンド結合の理解は、量子ドットの長期安定性、量

子収率、発光スペクトルの精密制御に繋がり、最終製品の性能向上に貢献します。



この技術的進歩は、量子ドットベースの次世代ディスプレイ（QLED）、高効率なペロブ

スカイト太陽電池、がん細胞の早期検出を可能にする蛍光プローブなど、多岐にわたる

分野で応用され、その性能限界を押し上げることが期待されます。

背景と業界文脈

量子ドットは、21世紀の主要なナノ材料の一つとして、エレクトロニクス、エネルギ

ー、医療分野で目覚ましい進歩を遂げています。しかし、そのポテンシャルを最大限に

引き出すためには、表面化学と性能との関係をさらに深く理解する必要がありました。

特に、リガンドの役割は重要でありながら、実験的に原子レベルでのリアルタイム観察

が困難であるため、理論計算とシミュレーションの進歩が不可欠でした。機械学習と分

子シミュレーションの融合は、材料科学におけるこの種の複雑な問題に対する強力なツ

ールとなっており、ナノ材料設計の新たなパラダイムを示しています。

今後の展望

この研究によって得られた知見は、CdSe量子ドットだけでなく、他の種類の量子ドッ

トや様々なナノ材料の表面修飾と機能化の最適化にも応用できる汎用的なフレームワー

クを提供するものです。今後、このアプローチは、より安定した、高効率な量子ドット

材料の開発を加速させ、高性能ディスプレイのさらなる普及、太陽光発電効率の飛躍的

な向上、そしてより精密なバイオメディカル診断・治療法の創出に貢献するでしょう。

これは、計算科学とナノテクノロジーの融合が、いかに新素材開発と産業応用を加速す

るかを示す好例です。

元記事: https://bioengineer.org/machine-learning-force-fields-reveal-carboxylate-ligand-

binding-on-cdse-quantum-dots/

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://bioengineer.org/machine-learning-force-fields-reveal-carboxylate-ligand-binding-on-cdse-quantum-dots/
https://bioengineer.org/machine-learning-force-fields-reveal-carboxylate-ligand-binding-on-cdse-quantum-dots/


#27 粘土複合によるブロー紡糸PVDFナノファイバーマ

ットが機械的強度を大幅向上、機能性繊維膜応用に新展開

概要

新しい研究により、ブロー紡糸されたポリフッ化ビニリデン（PVDF）ナノファイバー

マットに粘土を複合させることで、その機械的強度が大幅に向上することが明らかに

なりました。この発見は、粘土の添加がナノファイバー材料の強化に大きな可能性を

秘めていることを示唆する一方、特定の限界を超えると強化効果が飽和または減少す

ることも指摘しています。この技術は、複合材料、高機能フィルター、保護膜など、

高強度ナノファイバーを要求する幅広い応用分野に新たな設計指針と性能向上をもた

らすことが期待されます。

公開日 2026年09月11日  Scienmag  不明



詳細

主要成果

最新の研究により、ブロー紡糸法で製造されたポリフッ化ビニリデン（PVDF）ナノフ

ァイバーマットに、粘土をナノ複合材料として導入することで、その機械的特性、特に

強度が劇的に向上することが実証されました。この革新的なアプローチは、ナノファイ

バー材料の性能を向上させる新たな道筋を示唆していますが、粘土の添加量が特定の最

適濃度を超えると、強度の向上が飽和するか、あるいは減少する「限界」が存在するこ

とも明確にされました。この知見は、高強度と耐久性が求められる機能性繊維膜や複合

材料の設計において極めて重要です。

技術詳細と応用

PVDFナノファイバーは、その優れた化学的安定性、疎水性、圧電特性から、フィルタ

ー、センサー、エネルギーハーベスティングデバイスなど、多岐にわたる分野で注目さ

れています。しかし、純粋なポリマーナノファイバーは、多くの場合、十分な機械的強

度を持たないという課題がありました。研究チームは、この課題を克服するために、層

状ケイ酸塩である粘土ナノ粒子をPVDFマトリックスに組み込むブロー紡糸技術を開発

しました。粘土ナノ粒子は、ポリマー鎖と強固に相互作用し、ナノファイバーの結晶化

度を向上させ、応力伝達効率を高めることで、材料全体の機械的強度を向上させると考

えられます。

機械的強度の大幅向上: 粘土の適切な添加量により、ナノファイバーマットの引張強

度や弾性率が向上し、より耐久性の高い製品の製造が可能になります。

最適添加量の特定: 研究は、粘土の添加効果には限界があり、過剰な添加は凝集を引

き起こし、かえって機械的特性を損なう可能性があることを示しました。これによ

り、効率的な材料設計のための明確な指針が提供されます。

ブロー紡糸法の利点: この製造方法は、連続的かつ大規模にナノファイバーを製造で

きるため、粘土複合PVDFナノファイバーの商業的応用へのスケーラビリティが高い

です。

この技術は、高性能フィルター（空気清浄フィルター、水処理膜）、防護服、バッテリ

ーセパレータ、構造複合材料、スマートテキスタイルなど、幅広い応用分野での製品開

発に寄与するでしょう。



背景と業界文脈

ナノファイバー材料は、その高い比表面積と微細孔構造により、濾過、センサー、医

療、エネルギー貯蔵など多くの革新的な応用において重要な役割を担っています。しか

し、実用化においては、機械的強度がしばしば制約要因となります。ポリマーナノファ

イバーにナノ粒子を複合化することで、機械的特性を向上させるアプローチは、材料科

学分野で活発に研究されています。特に、安価で入手しやすい粘土は、その高いアスペ

クト比と補強効果から、魅力的な複合材料として注目されています。今回の研究は、単

に強度を向上させるだけでなく、その最適なバランスを見極めることの重要性を示して

おり、ナノ複合材料の設計原則に貢献するものです。

今後の展望

この研究は、粘土複合PVDFナノファイバーマットが、機械的強度を飛躍的に向上させ

ながらも、特定の限界が存在するという重要な知見を提供します。今後、これらの知見

を基に、より精密な粘土ナノ粒子とPVDFポリマーの界面設計、および製造プロセスの

最適化が進められるでしょう。これにより、耐久性に優れた高機能繊維膜が開発され、

産業界におけるフィルター、センシング、保護材の性能向上に大きく貢献することが期

待されます。このナノテクノロジーを用いた複合材料の進展は、持続可能な社会の実現

に向けた新しい素材ソリューションを提供することになるでしょう。

元記事: https://bioengineer.org/blow-spun-pvdf-nanofiber-mats-get-strength-boost-from-clay-

up-to-a-critical-limit/

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://bioengineer.org/blow-spun-pvdf-nanofiber-mats-get-strength-boost-from-clay-up-to-a-critical-limit/
https://bioengineer.org/blow-spun-pvdf-nanofiber-mats-get-strength-boost-from-clay-up-to-a-critical-limit/


#28 MIT研究チーム、薬剤耐性膠芽腫向け注入可能ナノ

デバイスを開発し、血液脳関門通過・免疫回避で治療困難

な浸潤性腫瘍への新戦略

概要

MITの研究チームは、薬剤耐性膠芽腫（GBM）に対して効果的な治療法を提供する可

能性のある注入可能なナノデバイスを開発しました。このナノデバイスは、以前の研究

で生細胞と安全に統合され、免疫系による攻撃を回避し、さらに血液脳関門を容易に

通過することが実証されています。これにより、従来の治療法では到達が困難だった

脳組織深部の浸潤性腫瘍に対しても、薬剤を効果的に送達し、治療成績を向上させる

新たな戦略が開かれ、難治性がん患者に希望をもたらします。

公開日 2026年09月09日  Medical Xpress  アメリカ



詳細

主要成果

マサチューセッツ工科大学（MIT）の研究チームは、特に治療が困難な薬剤耐性膠芽腫

（GBM）に対し、画期的な治療アプローチを提供する可能性を秘めた注入可能なナノ

デバイスの開発に成功しました。この革新的なナノデバイスは、先行研究で生体細胞と

安全に統合され、免疫系による攻撃を巧妙に回避し、さらに脳の保護バリアである血液

脳関門（BBB）を容易に通過する能力が実証されています。この技術は、従来の治療法

ではアクセスが極めて困難であった浸潤性の高い脳腫瘍に対しても、有効な薬剤送達を

可能にする重要な進歩となります。

技術詳細と応用

膠芽腫は、最も悪性度の高い脳腫瘍の一つであり、その浸潤性と薬剤耐性のため、既存

の治療法では治療成績が限定的です。主要な課題は、有効な抗がん剤が血液脳関門を通

過し、脳内の腫瘍細胞に十分に到達できない点と、腫瘍が薬剤耐性を獲得しやすい点に

あります。MITが開発したこのナノデバイスは、以下の重要な特性を備えています。

血液脳関門の通過: ナノスケールのサイズと表面特性の最適化により、通常は多くの

薬物を遮断する血液脳関門を効率的に通過し、脳組織内部の腫瘍部位へ到達します。

免疫回避能力: 生体適合性の高い材料と表面修飾により、体内の免疫系による迅速な

排除を回避し、腫瘍部位での滞留時間を延長します。これにより、治療薬の作用時間

を最大化できます。

生細胞との統合: ナノデバイスが生体細胞の機能に影響を与えず、安全に共存できる

ことは、長期的な治療や反復投与の可能性を示唆します。

薬剤送達システムとしての機能: このデバイスは、特定の抗がん剤や遺伝子治療薬を

内部に搭載し、腫瘍細胞に選択的に送達するプラットフォームとして機能します。薬

剤耐性克服のための新しい治療薬のターゲティングに特に有用です。

この技術は、膠芽腫だけでなく、アルツハイマー病やパーキンソン病といった他の神経

変性疾患の治療における薬剤送達の課題を解決する可能性も秘めています。



背景と業界文脈

脳腫瘍、特に膠芽腫は、非常に予後が悪く、診断から生存期間が短い難治性がんです。

標準治療である手術、放射線療法、化学療法には限界があり、薬剤耐性の獲得が再発の

大きな要因となっています。ナノメディシンは、血液脳関門の課題を克服し、腫瘍への

薬剤選択的送達を可能にする有望なアプローチとして、長年研究されてきました。MIT

のような世界有数の研究機関がこの分野で画期的な成果を上げたことは、ナノテクノロ

ジーが、未だ満たされていない医療ニーズに応える上で極めて重要な役割を果たすこと

を強く示唆しています。この研究は、個別化医療と精密医療の未来を形作る上での重要

な一歩となります。

今後の展望

この注入可能なナノデバイスの成功は、薬剤耐性膠芽腫の治療戦略を根本的に変える可

能性を秘めています。今後、安全性と有効性をさらに確認するための詳細な前臨床試

験、そしてヒトでの臨床試験が急速に進められることが期待されます。もし臨床応用が

実現すれば、膠芽腫患者の予後と生活の質を劇的に改善する画期的な治療薬となるでし

ょう。このナノテクノロジーベースの治療法は、脳疾患治療における薬剤送達の新たな

時代を切り拓き、多くの難病に苦しむ患者に希望をもたらすことが期待されます。

元記事: https://news.mit.edu/2026/injectable-nanodevices-could-provide-effective-treatment-

drug-resistant-glioblastoma-0909

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://news.mit.edu/2026/injectable-nanodevices-could-provide-effective-treatment-drug-resistant-glioblastoma-0909
https://news.mit.edu/2026/injectable-nanodevices-could-provide-effective-treatment-drug-resistant-glioblastoma-0909


#29 Graphene Manufacturing Group (GMG)の株

価が4.03%上昇、グラフェンアルミニウムイオンバッテリ

ー技術の進展が投資家の関心を喚起

概要

Graphene Manufacturing Group Ltd. (GMG)の株価が2026年9月9日に4.03%上昇

し、同社のグラフェン技術プラットフォームとバッテリー開発戦略への投資家の関心

が高まっていることを示しました。特に、同社の次世代グラフェンアルミニウムイオ

ンバッテリー技術に関する進捗状況の更新が市場の注目を集めています。GMGは、エ

ネルギー貯蔵、エネルギー効率、先進材料用途におけるグラフェン生産能力と商業的

機会の開発に注力しており、この技術革新が企業の成長を牽引する主要因となってい

ます。

公開日 2026年09月10日  Kalkine CA  カナダ



詳細

主要成果

Graphene Manufacturing Group Ltd.（GMG）は、2026年9月9日の取引で株価が

4.03%上昇し、投資家からの関心が顕著に高まっていることを示しました。この株価上

昇は、同社のグラフェン技術プラットフォームの進歩と、特に次世代グラフェンアルミ

ニウムイオンバッテリー技術の開発戦略に対する市場の高い評価を反映しています。

GMGは、エネルギー貯蔵、エネルギー効率、および先進材料用途におけるグラフェン

生産能力と商業的機会の拡大に重点を置いており、これらの技術革新が同社の成長を牽

引する主要な要因となっています。

技術詳細と応用

GMGの主要な技術革新は、グラフェンアルミニウムイオンバッテリー（G®CELLS）の

開発にあります。従来のリチウムイオンバッテリーと比較して、グラフェンアルミニウ

ムイオンバッテリーは、以下の点で優位性を持つと期待されています。

高速充電能力: アルミニウムイオンはリチウムイオンよりも移動速度が速く、グラフ

ェンの高い導電性と組み合わせることで、極めて高速な充電・放電が可能となりま

す。

長寿命: グラフェン電極は、サイクル安定性に優れており、バッテリーの寿命を大幅

に延長することができます。これにより、頻繁な交換が不要となり、運用コストが削

減されます。

安全性向上: アルミニウムイオンバッテリーは、不燃性の電解質を使用できるため、

過充電や過熱による発火のリスクが低減され、安全性が向上します。

環境適合性: アルミニウムはリチウムよりも豊富で安価であり、グラフェンの生産プ

ロセスも比較的環境負荷が低いことから、より持続可能なバッテリーソリューション

となります。

これらの特性により、GMGのグラフェンアルミニウムイオンバッテリーは、電気自動

車、再生可能エネルギー貯蔵システム、ポータブル電子機器など、広範なアプリケーシ

ョンでの採用が期待されています。特に、急速充電と長寿命が要求される分野での競争

優位性が高まります。



背景と業界文脈

バッテリー技術は、電気自動車の普及、再生可能エネルギーの統合、IoTデバイスの進

化など、現代社会のあらゆる側面で不可欠な要素となっています。既存のリチウムイオ

ンバッテリーは広く普及していますが、資源の制約、安全性への懸念、充電速度の限界

といった課題に直面しています。このため、次世代バッテリー技術の開発が世界中で加

速しており、グラフェンやアルミニウムイオンのような新しい材料の導入が注目されて

います。GMGのグラフェンアルミニウムイオンバッテリーは、これらの課題に対する有

望な解決策として、市場から大きな期待を集めています。カナダの証券取引所である

TSXVでの株価の動きは、投資家が同社の技術開発と商業化の進捗を高く評価している

ことを示しています。

今後の展望

GMGのグラフェンアルミニウムイオンバッテリー技術の継続的な進展は、同社に持続的

な成長機会をもたらすでしょう。今回の株価上昇は、市場がこの革新的なバッテリー技

術に大きな潜在的価値を見出している証拠です。今後、GMGは、グラフェン生産能力

のさらなる拡大と、バッテリー製品の商業化を加速させるための戦略的提携や市場投入

計画を進めることが予想されます。この技術が広く採用されれば、エネルギー貯蔵市場

に大きな変革をもたらし、よりクリーンで持続可能なエネルギー未来の実現に貢献する

でしょう。投資家や業界関係者は、GMGの今後の技術マイルストーンと商業展開に引き

続き注目しています。

元記事: https://kalkine.ca/news/energy/graphene-manufacturing-group-ltd-tsxvgmg-gains-

momentum-as-battery-technology-progress-and-graphene-innovation-drive-investor-interest

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://kalkine.ca/news/energy/graphene-manufacturing-group-ltd-tsxvgmg-gains-momentum-as-battery-technology-progress-and-graphene-innovation-drive-investor-interest
https://kalkine.ca/news/energy/graphene-manufacturing-group-ltd-tsxvgmg-gains-momentum-as-battery-technology-progress-and-graphene-innovation-drive-investor-interest


#31 First Graphene社、Pacific Urethanesから鉱業

用防火ポリウレタン向けPureGRAPH®製品の初の生産受

注を獲得

概要

オーストラリアのグラフェンメーカーFirst Graphene社は、Pacific Urethanes社か

ら同社のPureGRAPH®グラフェン製品の初の生産受注を獲得しました。この受注は、

鉱業向けに特化した防火ポリウレタン製品への応用を目的としています。今回の契約

は、First Graphene社のグラフェン製品が商業的な用途において重要なマイルストー

ンを達成したことを示しており、同社のビジネスモデルと技術の有効性が検証された

形です。PureGRAPH®の優れた特性が、難燃性と機械的強度の向上に貢献することが

期待されています。

公開日 2026年09月08日  First Graphene  オーストラリア



詳細

主要成果

First Graphene社は、Pacific Urethanes社との間で、同社の高性能グラフェン添加剤

であるPureGRAPH®の生産に関する初の重要受注を獲得しました。この画期的な契約

は、鉱業分野で使用される防火ポリウレタン製品へのPureGRAPH®の統合を目指すも

ので、First Grapheneの商業化戦略における大きな進展を意味します。

技術・ビジネス詳細

今回の受注は、First Grapheneの革新的なグラフェン製品が、特定の産業用途におい

てその性能と商業的実行可能性を証明した具体的な事例です。Pacific Urethanesは、

防火ポリウレタン技術の主要なライセンサーであり、その製品ポートフォリオに

PureGRAPH®を組み込むことで、最終製品の難燃性と機械的強度の両方を大幅に向上

させることを目指します。PureGRAPH®は、グラフェンの高い熱伝導性、機械的強

度、そして優れたバリア特性を活かし、従来のポリウレタン製品の性能を限界まで引き

上げることが期待されています。

この提携により、PureGRAPH®は特に要求の厳しい鉱業環境において、防火基準を強

化し、機器の耐久性を向上させるための重要な材料として位置づけられます。グラフェ

ン添加による性能向上は、作業者の安全性の向上と設備寿命の延長に直結し、鉱業運用

におけるコスト削減と効率化にも貢献するでしょう。

背景・業界文脈

グラフェンおよびグラフェン誘導体は、その並外れた物理的・化学的特性から、様々な

産業分野での応用が期待される「夢の素材」と称されています。しかし、その商業化に

は、安定した品質での大量生産、既存材料システムへの統合、そして具体的な用途にお

ける性能向上実証が課題となっていました。 First Graphene社は、自社の

PureGRAPH®製品がこれらの課題を克服し、Pacific Urethanesとの契約を通じて、グ

ラフェンベースのソリューションが現実世界で価値を創出できることを明確に示しまし

た。

この種の受注は、グラフェン産業全体にとって重要な指標となります。これは単なる素

材供給ではなく、特定の顧客ニーズに対応するカスタマイズされたソリューションの一

部としてグラフェンが採用されたことを意味し、他の産業分野におけるグラフェン応用

の道を開くものです。



今後の展望

First Graphene社にとって、このPacific Urethanesとの契約は、さらなる市場拡大へ

の足がかりとなります。鉱業分野での成功は、建設、自動車、航空宇宙などの他の重工

業分野での応用展開を加速させる可能性があります。同社は、PureGRAPH®の供給能

力を拡大し、グローバル市場でのプレゼンスを強化することで、グラフェン業界におけ

るリーダーとしての地位を確固たるものにすることを目指しています。今回の受注は、

グラフェンが理論的な可能性から実用的な解決策へと移行する転換点となるでしょう。

元記事: https://firstgraphene.net/asx-announcements/

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#35 ACS Fall 2026会議でMXeneのフッ化水素酸フリ

ーな安全製造プロセスが発表、商業化を加速するブレーク

スルー

概要

ACS Fall 2026会議において、MXeneの製造プロセスを根本的に改善する、より安全

な合成法が発表されました。この研究は、従来使用されてきた危険な溶融フッ化物塩

や濃フッ化水素酸への依存を排除することに成功しました。この革新的な技術は、

MXene材料の生産における安全性リスクを大幅に低減し、その大規模なスケールアッ

プと商業化に向けた極めて重要な障壁を取り除くものです。このブレークスルーは、

MXeneの広範な産業応用を加速させる可能性を秘めています。

公開日 日付不明  American Chemical Society  アメリカ



詳細

主要成果

ACS Fall 2026会議で、MXene（マキシン）の製造方法に関する画期的な研究が発表

され、従来の危険な合成プロセスに代わる、本質的に安全な新しい経路が示されまし

た。この新しいプロセスは、MXene合成において長らく課題であった、溶融フッ化物

塩や高濃度のフッ化水素酸の使用を回避することに成功しています。これにより、生産

の安全性と環境適合性が飛躍的に向上し、MXeneの商業化に向けた最大の障壁の一つ

が取り除かれました。

技術・臨床詳細

MXeneは、優れた導電性、高い表面積、および機械的強度を持つ2次元遷移金属炭化

物、窒化物、または炭窒化物であり、エネルギー貯蔵、電磁波シールド、センサー、触

媒など、幅広い応用が期待されています。しかし、その製造は通常、HF（フッ化水素

酸）という極めて腐食性が高く危険な化学物質を使用するエッチングプロセスに依存し

ていました。このため、製造コストが高く、設備要件が厳しく、環境への影響も懸念さ

れていました。本研究で提案された新しい安全な製造プロセスは、これらの課題を解決

するものです。具体的な手法は開示されていませんが、HFフリーまたはHF生成を最小

限に抑える方法が採用されたと推測され、これにより製造設備の簡素化、作業環境の安

全確保、そして全体的なコスト削減が可能となります。

このような安全な合成法の開発は、MXeneの品質管理と再現性の向上にも寄与し、将

来的には多様な高性能デバイスへの安定供給を可能にするでしょう。

背景・業界文脈

先進材料産業において、安全性と持続可能性は喫緊の課題となっています。特にナノ材

料の分野では、そのユニークな特性が注目される一方で、製造プロセスにおける危険物

質の使用や環境への影響が、商業化のボトルネックとなることが少なくありません。

MXeneのような有望な材料が、より安全かつ環境に優しい方法で製造できるようにな

れば、その産業的普及は飛躍的に加速します。このブレークスルーは、研究開発段階か

ら産業規模の生産への移行をスムーズにし、より多くの企業がMXeneベースの製品開発

に参入することを促進するでしょう。



今後の展望

この「本質的に安全なMXene製造」技術の発表は、ナノ材料分野における持続可能な

イノベーションの重要な一歩となります。今後、この技術が広く採用されることで、

MXeneは電気自動車のバッテリー、次世代のウェアラブルデバイス、スマートセンサ

ー、高性能フィルターなど、様々な最終製品への統合が進むと予想されます。安全性向

上は、サプライチェーン全体におけるリスクを低減し、投資家にとってもMXene関連

技術への信頼性を高める要因となるため、MXene市場は今後数年間で急速な成長を遂

げる可能性があります。
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